
中
学
校
に
お
け
る
歴
史
研
究
と
歴
史
学
習
の
協
働
に
関
す
る
史
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
－
愛
知
県
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実
践
の
分
析
を
通
し
て
Ｉ

白
　
井
　
克
　
尚

一
、
は
じ
め
に

　
第
二
の
砂
丘
が
で
き

　
第
三
の
砂
丘
が
で
き

　
木
曽
川
は
海
の
向
こ
う
か
ら
砂
を
送
り

　
鈴
鹿
お
ろ
し
は
砂
を
吹
き
あ
げ
て

　
浜
は
だ
ん
だ
ん
先
へ
で
た
。

　
や
が
て
、
入
り
江
は
う
ま
っ
て
し
ま
い

　
真
直
ぐ
な
海
岸
と
な
っ
た
。

　
戦
時
中
に
防
空
壕
を
掘
っ
た
時

　
家
の
下
に
貝
層
が
み
つ
け
ら
れ
た

　
サ
ル
ボ
ウ
に
ハ
マ
グ
リ
、
シ
オ
フ
キ

　
木
曽
川
の
砂
の
上
に
発
展
し
た
町
の
歴
史

　
今
も
地
面
の
下
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。

（
秋
田
昇
が
海
岸
線
の
移
り
か
わ
り
を
調
べ
た
時
に
う
た
っ
た
詩
）

　
こ
の
詩
は
、
愛
知
県
知
多
郡
横
須
賀
町
立
横
須
賀
中
学
校
（
現

東
海
市
立
）
の
生
徒
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
遺
跡
の
発
掘
調
査
に

参
加
し
た
後
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
郷
土
の
知
多
半
島
に
つ
い
て

歴
史
地
理
的
な
把
握
が
な
さ
れ
、
遺
跡
や
遺
物
を
調
査
す
る
喜
び
や
、

そ
の
土
地
に
生
き
た
過
去
の
人
々
の
生
活
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
意

欲
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
愛
知
県
下
に
お
い
て
、
中
学

生
が
自
分
た
ち
の
住
む
身
近
な
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
、
考
古
学
的

手
法
を
通
し
て
研
究
と
学
習
を
行
う
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク

ラ
ブ
」
の
実
践
で
あ
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
「
考
古
学
と
郷
土
教
育
　
中
学
校
の
部
」
（
和

島
誠
一
編
　
一
九
五
六
　
『
日
本
考
古
学
講
座
　
第
一
巻
　
考
古
学

研
究
法
』
河
出
書
房
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
た
実
践
で
あ
る
。
同
ク
ラ
ブ
の
顧
問
は
、
知
多
社
会
科
同
好
会
会

長
を
務
め
、
愛
知
県
下
に
お
い
て
社
会
科
教
師
と
し
て
の
専
門
性
育

成
に
も
奔
走
し
た
杉
崎
章
で
あ
っ
た
。
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
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に
お
け
る
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実
践
と
は
、
い
か
な

る
活
動
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
こ
で
の
子
ど
も
の
学
習
は
ど
の

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
郷
土
ク
ラ

ブ
」
が
残
し
た
調
査
日
誌
や
生
徒
の
作
文
等
の
分
析
を
通
し
て
、
実

践
の
実
態
を
探
り
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
、
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実
践
の
背
景

　
知
多
半
島
の
南
知
多
町
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
山
下
勝
年
は
、
昭

和
三
〇
年
代
の
当
地
域
の
風
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い

る
。

　
　
確
か
に
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
。
夏
は
や
が
て
今
よ
り
ひ
ど
く
暑

資料１　知多半島の地形

(杉崎　1970　13頁より)

　
く
、
冬
は
ず
っ
と
寒
か
っ
た
。
生
活
は
季
節
と
共
に
巡
り
、
正
月

　
や
盆
や
祭
り
の
他
、
初
午
や
秋
葉
講
や
恵
比
寿
講
な
ど
の
行
事
も
、

　
ず
っ
と
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
全
て
が
子
供
た
ち

　
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
川
や
海
の
水
は
澄
み
、
生
き
も
の
で
溢
れ

　
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
田
舎
の
子
供
の
誰
も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

　
に
、
私
も
魚
と
り
や
釣
り
が
大
好
き
で
あ
っ
た
。
（
山
下
　
一
九

　
九
五
　
コ
ー
四
頁
）

　
こ
う
し
た
牧
歌
的
な
海
浜
集
落
の
状
況
が
、
当
時
の
知
多
半
島
に

は
あ
っ
た
。
し
か
し
ま
た
一
方
で
、
戦
後
の
経
済
成
長
に
伴
う
、
港

湾
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
、
海
岸
線
の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
の
も

こ
の
時
期
で
あ
る
。
当
時
の
横
須
賀
町
に
お
い
て
は
、
一
九
四
四
年
、

四
五
年
と
続
い
た
震
害
に
よ
り
海
底
の
地
盤
沈
下
が
起
こ
り
、
防
波

堤
の
か
さ
上
げ
を
行
っ
た
が
、
遠
浅
の
港
内
の
た
め
機
帆
船
な
ど
の

大
型
化
に
つ
れ
て
出
入
船
舶
の
支
障
が
目
立
ち
、
港
勢
は
不
振
の
一

路
を
た
ど
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
一
九
四
九
年
頃
か
ら
、
大
々
的

に
港
内
の
開
発
を
行
い
、
埋
め
立
て
を
行
っ
て
い
る
（
横
須
賀
町
史

編
纂
委
員
会
編
　
一
九
六
九
　
七
六
七
頁
）
。
現
在
の
、
名
古
屋
港

臨
海
工
業
地
帯
、
衣
浦
臨
海
工
業
地
帯
に
当
た
る
元
浜
埋
め
立
て
地

で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
九
五
三
年
九
月
二
十
五
日
に
知
多
半
島
を
襲
っ
た
伊
勢

湾
台
風
が
、
農
業
生
産
に
大
打
撃
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
新
田
は
五

か
所
、
延
長
一
八
九
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
大
決
壊
を
来
し
、
特
産
早
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生
白
玉
ね
ぎ
の
金
城
湯
池
と
う
た
わ
れ
た
十
五
町
六
反
余
畝
歩
の
よ

く
野
が
、
一
瞬
に
し
て
濁
潮
う
ず
巻
く
海
面
下
に
埋
没
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
（
同
前
、
同
書
、
七
二
五
頁
）
。
そ
こ
で
、
塩
害
を
受
け
た

開
拓
地
に
は
、
客
土
と
し
て
遺
跡
の
土
砂
が
運
搬
さ
れ
て
い
た
。
隣

接
す
る
八
幡
町
に
お
い
て
も
、
土
地
が
砂
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
乾
燥

を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に
土
取
り
が
行
わ
れ
て

い
た
（
八
幡
町
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
五
六
　
一
〇
頁
）
。
こ
れ
ら

の
行
為
が
、
地
域
の
遺
跡
の
発
見
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
遺
跡
の
破

壊
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
歴
史
的
状
況
と
し
て
、
「
国
民
的

歴
史
学
運
動
」
が
隆
盛
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

敗
戦
を
経
験
し
た
「
国
民
」
が
、
皇
国
史
観
の
克
服
を
目
指
し
、
真

実
の
「
科
学
」
に
基
づ
い
た
歴
史
を
知
る
た
め
に
、
地
域
社
会
に
お

け
る
郷
土
史
の
発
掘
を
行
う
と
い
う
運
動
で
あ
っ
た
。
愛
知
県
下
に

お
い
て
は
、
豊
橋
市
「
瓜
郷
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
が
、
地
元
の
教
師

や
小
・
中
学
生
の
主
体
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
戦
前
か
ら
の
郷
土
教
育
の
流

れ
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
地
域
社
会
で
の
考
古
遺
物
に
対
す
る
啓
蒙
的

な
活
動
が
す
す
ん
で
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
、
千
葉
県
富
里
村
の
小

学
校
教
師
で
あ
っ
た
相
川
日
出
雄
は
、
ス
ラ
イ
ド
制
作
を
通
し
た
郷

土
教
育
の
実
践
（
相
川
　
一
九
五
二
）
や
、
考
古
学
的
手
法
を
活
用

し
た
地
歴
教
育
の
実
践
（
相
川
　
一
九
五
四
）
を
報
告
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
遺
跡
や
遺
物
を
通
し
た
郷
土
教
育
が
盛
ん
に
行
れ
て
い
た

こ
と
は
、
一
九
五
一
年
度
版
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
・
社
会
科
編

日
本
史
（
Ｃ
）
案
』
に
お
い
て
、
「
遺
物
や
遺
跡
を
見
学
調
査
し
、
歴

史
を
科
学
的
に
取
り
扱
お
う
と
す
る
態
度
や
習
慣
・
技
能
」
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
関
連
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
郷
土
教
育
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、
知
多
半
島
の
青
年

社
会
科
教
師
で
あ
っ
た
杉
崎
章
は
、
社
会
科
教
育
の
不
振
を
打
ち
破

る
手
段
と
し
て
、
郷
土
の
現
実
に
じ
か
に
取
り
組
み
、
生
き
た
問
題

を
発
見
す
る
歴
史
学
習
を
求
め
、
郷
土
ク
ラ
ブ
の
実
践
を
手
さ
ぐ
り

で
探
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
私
た
ち
の
学
校
で
は
昭
和
二
十
四
年
の
こ
ろ
か
ら
、
郷
土
ク
ラ

　
ブ
を
つ
く
り
郷
土
研
究
の
活
動
を
し
て
き
た
。
も
と
も
と
知
多
半

　
島
の
私
た
ち
の
地
域
に
は
、
知
多
郡
史
も
あ
れ
ば
横
須
賀
町
誌
も

　
で
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
資
料
と
し
て
真
先
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

　
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
数
十
年
前
の
編

　
纂
で
あ
り
、
実
証
的
・
科
学
的
な
研
究
態
度
で
す
す
む
歴
史
研
究

　
の
立
場
か
ら
は
、
満
足
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
で
き
あ
が
っ

　
て
い
る
書
物
に
た
よ
る
も
の
の
な
い
私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
手

　
で
資
料
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
お
ど
ろ

　
い
た
こ
と
は
、
郷
土
に
お
け
る
文
献
資
料
で
あ
る
。
古
文
書
の
は

　
と
ん
ど
す
べ
て
が
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
限
ら
れ
、
中
世
ま
で
の
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表1 . 1950年代前半における横須賀中学校「郷土クラブ」関連年表

1948年　　　民主主義科学者協会歴史部会が「国民的歴史学運動」を推進する。

1948年３月　杉崎が柳ヶ坪貝塚における土器片を採集する。

1950年　　　文化財保護法が制定され、文化財保護委員会が発足する。

1951年　　　『中学校学習指導要領』に「遺物や遺跡を見学・調査」が記述される。

1951年秋　　杉崎が久永氏より柳ヶ坪貝塚採集の土器片の重要性について指摘を受ける。

1952年２月　杉崎が郷土教育全国連絡協議会第一回大会に参加する（千葉県成田市）。

1952年３月　杉崎が久永氏より柳ヶ坪貝塚の具体的な観察方法の示唆を受ける。

1952年５月　杉崎が文部省文化財保護委員会の了承を得て柳ヶ坪貝塚の予備調査を行う。

1952年６月　横須賀中学校郷土クラブが柳ヶ坪貝塚の学術調査を行う。

1952年暮れ　横須賀中学校郷土クラブ員の早川鉄也が社山古窯の報告を行う。

1953年４月　横須賀中学校郷土クラブが『柳ヶ坪貝塚』を発刊する。

1953年秋　　横須賀中学校郷土クラブが高御前遺跡の予備調査を行う。

1954年３月　横須賀中学校郷土クラブが岩屋口古墳、社山古窯の調査に参加。

1954年７月　横須賀中学校郷土クラブが社山古窯址の第二次調査に参加する。

1954年　　　横須賀中学校郷土クラブが『社山古窯調査のあらまし』を発刊する。

1955年　　　日本民主党『うれうべき教科書の問題』を発行し、教科書批判を実施する。

1955年６月　横須賀中学校郷土クラブが社山古窯址の第三次調査に参加する。

1955年10月　横須賀中学校郷土クラブが獅子懸遺跡の調査に参加する。

1955年12月　横須賀中学校郷土クラブが野崎遺跡の調査に参加する

1956年３月　横須賀中学校郷土クラブが西屋敷貝塚の調査に参加する。

1956年３月　横須賀町史編纂委員会が『町史別冊　横須賀町の遺跡』を発刊する。

1956年５月　杉崎が「考古学と郷土教育　中学生の部」を発表する。

1956年11月　杉崎が「知多半島における古代漁村集落の土器」を発表する。

1958年　　　『中学校学習指導要領』が改訂され考古学的記述に制限が加えられる。

ぼ
り
う
る
も
の
は
、
室
町
期
の
鰐
口
一
点
に
す
ぎ
ず
、
鎌
倉
期
以

前
は
先
史
時
代
の
続
き
と
い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
の
谷
間
を
う
め
、
確
か
な
資
料
に
も
と
づ
い
て

郷
土
研
究
を
す
す
め
る
に
は
、
原
始
時
代
や
古
代
は
も
ち
ろ
ん
中

世
に
い
た
る
ま
で
、
遺
跡
や
遺
物
に
よ
る
考
古
学
的
方
法
に
、
よ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
分
野
が
大
き
い
こ
と
を
知
っ
た
（
杉
崎
　
一
九

五
六
ａ
　
二
六
八
頁
）
。

三
、
柳
ヶ
坪
貝
塚
の
調
査
を
通
し
て

　
当
時
一
般
的
に
は
、
遺
跡
・
遺
物
へ
の
関
心
は
、
低
か
っ
た
と
い

え
る
。
例
え
ば
、
「
各
地
の

遺
跡
が
単
な
る
中
学
生
の
土

器
標
本
の
目
的
に
供
せ
ら

れ
、
貴
重
な
る
資
料
が
極
め

て
軽
率
に
扱
わ
れ
、
次
々
に

破
壊
さ
れ
て
殲
滅
し
尽
く

し
、
真
に
実
証
資
料
に
役
立

た
ぬ
も
の
と
な
っ
た
の
が
少

な
く
な
か
っ
た
」
と
い
う
状

況
が
あ
っ
た
（
池
上
年
　
一

九
五
三
　
「
践
」
『
柳
ヶ
坪
貝

澗牌－�四回閲叩｢11－－|召匯IS
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塚
』
愛
知
県
知
多
郡
横
須
賀
中
学
校
）
。

　
こ
の
柳
ヶ
坪
貝
塚
も
、
以
前
よ
り
雨
が
降
る
と
付
近
が
真
っ
白
に

な
る
程
で
、
す
で
に
相
当
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
特
別
に

保
存
状
態
が
悪
く
、
終
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
は
耕
地
と
し
て
豆
が
作

ら
れ
、
遺
跡
の
中
心
と
思
わ
れ
る
地
点
は
牛
馬
の
つ
な
ぎ
場
・
瓦
傑

の
捨
て
場
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
折
、
弥
生
土
器
を
象
徴
す
る
櫛
目
模
様
の
土
器
一
片
が

拾
わ
れ
、
横
須
賀
中
学
校
郷
土
ク
ラ
ブ
員
が
柳
ヶ
坪
を
訪
ね
る
と
、

遺
跡
が
少
し
掘
り
返
さ
れ
て
お
り
、
三
〇
片
程
の
弥
生
土
器
（
柳
ヶ

坪
式
土
器
）
が
採
集
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
杉
崎
が
豊
橋
で
瓜
郷
遺

跡
を
発
掘
調
査
中
で
あ
っ
た
久
永
春
男
に
そ
の
資
料
を
見
せ
た
と
こ

ろ
、
弥
生
時
代
の
古
い
形
式
で
あ
り
、
尾
張
地
方
で
は
こ
の
時
期
の

研
究
が
立
ち
後
れ
の
状
態
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
横
須
賀

中
学
校
郷
土
ク
ラ
ブ
は
、
多
数
の
学
術
専
門
員
の
協
力
の
も
と
、
湿

地
に
向
か
っ
て
作
ら
れ
た
弥
生
式
集
落
の
立
地
状
態
な
ど
に
つ
い

て
、
具
体
的
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
柳
ヶ
坪
貝
塚
の
発
掘
調
査
を
計

画
、
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

　
柳
ヶ
坪
貝
塚
の
調
査
の
記
録
は
、
『
柳
ヶ
坪
貝
塚
』
（
一
九
五
三

愛
知
県
知
多
郡
横
須
賀
中
学
校
）
と
し
て
刊
行
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。

生
徒
の
作
文
に
つ
い
て
は
、
「
考
古
学
と
郷
土
教
育
」
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
手
が
か
り
に
、
調
査
の
概
要
を
次
頁
か
ら

の
表
２
、
３
に
示
し
た
。

表
２
　
横
須
賀
中
学
校
郷
土
ク
ラ
ブ
「
柳
ヶ
坪
貝
塚
　
調
査
日
誌
」

五
月
一
五
日

　
数
日
前
よ
り
、
町
助
役
で
郷
土
史
の
一
権
威
で
あ
る
、
久
野
九
兵
衛
氏
の
御
ほ
ん
そ

う
に
よ
っ
て
、
地
主
・
耕
作
者
の
承
諾
を
得
ら
れ
、
町
当
局
の
副
中
も
で
き
て
、
文
化

財
保
護
委
員
会
に
提
出
す
る
書
類
は
全
く
完
備
、
地
方
事
務
所
の
桑
山
芳
延
氏
に
依

頼
し
て
直
ち
に
県
教
育
委
員
会
に
発
送
。

五
月
三
〇
日

　
知
多
西
地
区
警
察
長
小
柳
録
衛
氏
、
中
部
日
本
新
聞
記
者
森
義
男
氏
来
校
、
学
校
長

と
同
道
し
て
杉
崎
現
地
へ
案
内
す
る
。

六
月
一
日

　
県
教
育
委
員
会
主
事
高
橋
録
太
郎
氏
、
現
地
視
察
の
た
め
来
校
。

六
月
七
日
（
土
）
　
晴

　
調
査
第
一
日
、
学
術
指
導
者
の
池
上
年
氏
は
早
朝
よ
り
来
校
さ
れ
遺
跡
の
分
布
調

査
を
開
始
、
続
い
て
久
永
春
男
氏
、
田
中
稔
氏
も
参
加
、
地
元
の
久
野
九
兵
衛
氏
に
何

か
と
目
に
見
え
ざ
る
援
助
を
う
け
る
。

　
中
学
校
郷
土
ク
ラ
ブ
の
生
徒
は
午
前
中
授
業
の
た
め
、
午
後
発
掘
を
開
始
し
た
。

　
発
掘
に
当
り
、
先
ず
以
て
発
掘
区
に
選
ん
だ
の
は
先
般
の
予
備
調
査
に
現
れ
た
竪

穴
の
拡
張
で
あ
る
。
あ
る
い
は
住
居
址
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
そ
こ
ヘ
ト
レ
ン

チ
を
入
れ
た
。
そ
れ
を
第
一
ト
レ
ン
チ
と
す
る
。
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
が
こ
の
遺
跡

に
期
待
す
る
も
の
は
こ
の
地
域
の
最
古
の
弥
生
式
土
器
で
あ
る
長
床
式
ま
た
は
貝
田

町
式
の
遺
物
層
で
あ
っ
て
、
欠
山
式
の
竪
穴
に
よ
っ
て
決
し
て
満
足
す
る
も
の
で
は

な
い
。
即
ち
長
床
式
の
ベ
ー
ス
を
求
め
て
、
そ
れ
に
属
す
る
長
床
式
土
器
を
採
集
し

て
い
た
所
の
西
方
道
路
上
に
第
ニ
ト
レ
ン
チ
、
更
に
第
一
ト
レ
ン
チ
よ
り
南
方
の
畑

に
向
っ
て
第
三
ト
レ
ン
チ
、
発
掘
可
能
の
条
件
に
お
い
て
最
大
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定

し
た
。
而
し
て
西
よ
り
Ａ
区
、
Ｂ
区
、
Ｃ
区
と
し
、
Ａ
区
は
池
上
氏
、
Ｂ
区
は
田
中
氏
、

Ｃ
区
は
そ
の
項
勤
務
先
よ
り
か
け
つ
け
て
く
れ
た
加
藤
岩
蔵
氏
の
担
当
に
よ
り
作
業

を
進
め
る
。

　
発
掘
作
業
と
平
行
し
て
中
学
校
教
官
の
早
川
宗
雄
氏
・
伊
藤
芳
彦
氏
等
の
手
に
よ

り
測
量
が
進
め
ら
れ
た
。

　
Ａ
区
の
上
層
で
は
復
元
可
能
と
考
え
ら
れ
る
中
世
の
鍋
・
釜
を
見
る
。
Ｂ
区
で
は

人
骨
が
散
乱
状
態
と
し
て
出
土
。

　
早
川
氏
・
久
永
氏
・
伊
藤
氏
は
写
真
を
撮
影
す
る
。
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本
日
の
横
中
郷
土
ク
ラ
ブ
員
の
参
加
、
六
〇
名
。
作
業
を
終
っ
て
学
校
に
帰
り
、
調

査
員
一
同
そ
の
資
料
を
中
心
と
し
て
検
討
討
談
を
続
け
る
。

六
月
八
日
（
日
）
　
曇
後
雨

　
第
一
日
の
好
天
気
に
ひ
き
か
え
今
日
は
雨
だ
。
し
か
し
雨
で
作
業
を
中
止
し
て
は

全
て
の
予
定
が
苦
し
く
な
る
の
で
小
雨
を
つ
い
て
続
行
す
る
。

　
本
日
の
主
眼
点
は
第
三
ト
レ
ン
チ
の
東
端
に
近
く
発
見
さ
れ
た
長
床
式
の
ピ
ッ
ト

を
北
に
拡
張
す
る
と
共
に
、
昨
夜
の
討
議
の
中
心
と
な
っ
た
三
地
区
に
お
け
る
層
位

の
差
の
解
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
第
二
・
第
三
両
ト
レ
ン
チ
を
結
ぶ
と
共
に
第
一
ト

レ
ン
チ
を
南
に
延
長
し
て
第
三
地
区
の
接
点
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
芳
賀
陽
氏
豊
橋
か
ら
応
援
に
来
る
。
一
同
、
新
鋭
の
参
加
に
勇
躍
す
る
。

　
池
上
氏
は
久
野
氏
の
案
内
に
よ
り
、
周
辺
寺
院
の
石
塔
調
査
に
で
か
け
、
加
藤
氏
は

勤
務
の
た
め
夕
刻
去
る
。

　
夜
は
横
須
賀
町
役
場
の
一
室
に
て
有
志
の
人
の
参
集
を
得
て
懇
談
会
を
催
す
、
総

て
久
野
九
兵
衛
氏
の
配
慮
に
よ
る
。

六
月
九
日
（
月
）
　
曇
後
雨

　
期
待
し
て
い
た
昨
日
の
日
曜
日
が
は
っ
き
り
し
な
い
天
候
に
よ
り
作
業
の
進
捗
は

充
分
で
な
い
。
今
日
は
予
定
し
た
最
終
日
で
あ
る
が
一
度
崩
れ
た
空
模
様
は
晴
れ
る

か
と
見
え
た
が
又
し
て
も
雨
で
あ
る
。
勿
論
、
作
業
を
強
行
し
て
有
終
の
美
を
求
め

ん
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
前
日
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
長
床
式
を
包
含
す
る
二
つ
の
層
の
資
料
を
確
実

に
す
る
た
め
に
努
力
し
た
。
即
ち
混
貝
土
層
の
下
の
黒
色
有
機
砂
層
と
黄
褐
色
有
機

砂
層
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
二
日
に
お
い
て
接
続
し
た
第
二
・
第
三
両
ト
レ

ン
チ
を
南
へ
拡
張
す
る
。

　
別
の
班
は
第
三
ト
レ
ン
チ
の
東
端
を
北
に
拡
張
し
て
い
た
の
を
更
に
第
一
ト
レ
ン

チ
の
東
に
向
け
て
延
長
す
る
ト
レ
ン
チ
を
作
っ
た
。

　
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
雨
の
中
を
杉
崎
は
久
野
氏
の
援
助
の
も
と
に
平
板
測
量
を

や
り
と
げ
る
。

　
砂
丘
が
水
を
ふ
く
ん
で
軟
弱
と
な
り
、
断
面
図
の
測
図
を
す
る
芳
賀
氏
は
ず
ぶ
ぬ

れ
に
な
り
な
が
ら
、
仕
事
を
進
め
る
が
ト
レ
ン
チ
の
壁
は
測
図
の
進
度
に
容
赦
な
く
、

し
き
り
に
異
様
な
ひ
び
き
を
立
て
て
足
元
に
崩
れ
て
、
落
砂
に
膝
を
と
ら
れ
る
な
ど

悲
壮
な
状
況
を
展
開
し
な
が
ら
Ｉ
ま
ず
発
掘
作
業
の
終
止
符
を
打
っ
た
。

（
杉
崎
　
一
九
五
三
　
　
七
～
九
頁
よ
り
）

表
３
　
生
徒
に
よ
る
作
文
　
「
柳
ヶ
坪
貝
塚
」
の
調
査
を
通
し
て

－
貝
塚
の
調
査
と
い
っ
て
も
、
家
で
イ
モ
を
掘
る
時
の
よ
う
に
掘
っ
て
い
け

ば
、
簡
単
に
や
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
掘
っ
て
も
掘
っ
て
も
砂
で
あ
る
。

そ
の
中
に
ま
じ
っ
て
土
器
が
で
る
。
先
生
は
「
砂
の
色
の
変
化
や
、
粒
の
大

き
さ
ま
で
見
抜
い
て
下
さ
い
。
」
と
い
わ
れ
た
。

（
石
浜
正
一
・
中
学
三
年
）

－
貝
塚
は
砂
畑
で
あ
る
の
で
、
地
面
が
し
め
っ
て
く
る
と
砂
崩
れ
が
あ
る
。

砂
が
く
ず
れ
て
は
土
器
を
層
に
わ
け
れ
な
い
の
で
、
仕
事
を
や
め
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
雨
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ
て
来
た
。
僕
た
ち
は
上
へ
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
。
先
生
た
ち
は
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
仕
事
を
つ
づ
け
ら

れ
、
層
と
層
と
の
間
の
図
が
で
き
あ
が
る
こ
ろ
は
足
が
半
分
も
う
ま
っ
て
い

た
。

（
山
下
登
・
中
学
三
年
）

－
日
本
史
の
時
間
に
原
始
社
会
の
勉
強
を
し
て
も
、
今
ま
で
は
よ
そ
の
国
の

こ
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
、
柳
ヶ
坪
を
調
べ
て
か
ら
は
、
僕
ら
の
祖
先

の
生
活
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
何
度
も
土
器
の
写
真
の
で
て
い
る
ペ
ー

ジ
を
見
か
え
し
て
い
る
。
本
を
開
く
た
び
に
す
ぐ
見
る
。

（
久
野
寛
・
中
学
三
年
）

　
中
村
元
彦
は
「
貝
を
見
る
と
ニ
ワ
ト
リ
を
思
い
出
す
。
」
と
い
っ
た
。
学
校

か
ら
か
え
る
と
、
彼
は
ニ
ワ
ト
リ
の
飼
料
に
貝
を
と
り
に
い
く
の
が
日
課
で

あ
っ
た
。
こ
の
中
村
が
道
ば
た
で
貝
層
を
見
つ
け
る
と
、
反
射
的
に
走
っ
て

い
き
、
「
土
器
が
あ
る
と
年
代
が
わ
か
る
の
だ
が
」
と
い
っ
て
い
る
の
に
は
、

私
も
顔
負
け
の
有
様
で
あ
る
。

（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
七
〇
～
二
七
一
頁
よ
り
）
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こ
の
調
査
日
誌
か
ら
は
、
発
掘
調
査
の
目
的
が
、
欠
山
式
（
東
海

地
方
西
部
の
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
土
器
形
式
）
よ
り
古
い
、
長
床

式
（
三
河
地
方
に
お
け
る
弥
生
中
期
後
半
の
土
器
形
式
）
や
貝
田
町

式
（
尾
張
地
方
に
お
け
る
弥
生
時
代
中
期
中
頃
の
土
器
形
式
）
の
遺

物
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
弥
生
時
代
中
期

と
い
う
歴
史
の
谷
間
を
う
め
る
郷
土
資
料
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
確
か
に
、
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
「
柳
ヶ
坪
式
土
器
」
が
尾
張
地

方
に
お
け
る
弥
生
時
代
中
期
の
指
標
土
器
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
注

目
す
べ
き
事
柄
は
、
本
報
告
書
に
お
い
て
多
数
の
頁
が
割
か
れ
て
い

る
歴
史
地
理
的
な
考
察
部
分
で
あ
る
。
知
多
半
島
の
弥
生
時
代
に
つ

い
て
、
「
寄
道
期
を
へ
て
、
そ
れ
に
次
ぐ
時
期
に
な
る
と
、
阿
久
比
谷

の
よ
う
な
デ
ル
タ
地
帯
や
、
各
所
に
成
長
し
た
海
岸
砂
丘
の
後
背
湿

地
に
水
田
農
耕
が
普
辺
化
さ
れ
て
き
た
も
の
が
あ
り
、
柳
ヶ
坪
の
土

器
を
メ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
、
半
島
一
帯
に
篠
島
・
日
間
賀
島
な
ど
、

南
方
の
海
岸
よ
り
の
文
化
を
う
け
い
れ
た
文
化
圏
が
成
立
し
て
い
た

こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
」
（
杉
崎
　
一
九
五
三
　
三
〇
頁
）
と
論
述

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
知
多
半
島
の
歴
史
地
理
的
な
把
握
は
、
郷

土
ク
ラ
ブ
員
た
ち
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
に
お
け
る
生
徒
の
感
想
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ

る
こ
と
は
、
学
習
し
た
こ
と
が
生
活
に
根
付
い
て
い
る
点
で
あ
り
、

発
掘
調
査
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
を
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
発
掘
調
査
を
通
し
て
考
古
学
的
手
法
に

お
け
る
「
科
学
」
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
学
習
し
た
こ
と
を
生
活
に
持
ち
込
む
姿
は
、
杉
崎
が
、
遺

跡
や
遺
物
の
調
査
の
ね
ら
い
を
、
生
活
の
姿
勢
の
確
立
に
求
め
て
い

た
と
こ
ろ
に
そ
の
根
拠
を
求
め
ら
れ
る
。

　
　
教
師
や
生
徒
が
遺
跡
や
遺
物
の
調
査
を
す
す
め
て
い
く
そ
の
過

　
程
の
中
で
、
自
然
を
つ
か
み
社
会
を
理
解
し
て
い
く
態
度
を
う
ち

　
た
て
た
い
と
考
え
て
お
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
遺
跡
を
研
究
し

　
て
歴
史
や
考
古
学
の
専
門
家
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
な

　
く
、
た
だ
郷
土
の
共
通
経
験
の
場
に
た
っ
て
物
を
あ
つ
か
う
学
問

　
と
し
て
の
方
法
論
に
ま
な
ぶ
こ
と
か
ら
、
主
体
的
な
生
活
の
姿
勢

　
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
杉
崎
他

　
一
九
五
八
　
二
二
頁
）

　
さ
ら
に
、
課
外
活
動
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
、
ク
ラ
ブ
員
同
士

の
人
間
的
な
統
一
や
、
事
業
を
通
し
て
の
総
合
的
な
生
徒
の
発
達
を

望
ん
で
い
た
こ
と
も
、
後
の
杉
崎
の
発
言
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
　
中
学
校
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
三
年
間
の
課
程
で
あ
る
が

　
構
成
員
は
毎
年
交
代
し
て
い
く
の
が
現
実
で
あ
り
、
累
積
さ
れ
る

　
成
果
の
処
理
と
と
も
に
顧
問
教
師
の
役
割
は
、
Ｏ
Ｂ
も
ふ
く
め
た

　
ク
ラ
ブ
員
の
人
間
的
な
統
一
で
も
あ
る
。
杉
崎
君
は
い
う
「
発
掘

　
調
査
の
事
業
は
、
計
画
か
ら
実
施
・
整
理
そ
し
て
報
告
の
執
筆
・

　
刊
行
と
一
連
の
総
合
芸
術
で
あ
る
」
と
、
学
問
的
な
問
題
は
別
と
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し
て
も
参
加
す
る
人
間
の
融
和
は
も
ち
ろ
ん
周
囲
の
人
々
の
支
持

　
に
も
こ
ま
か
い
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
（
愛
知
県
知
多
郡
横
須
賀

　
町
立
横
須
賀
中
学
校
長
・
阪
野
弥
生
　
一
九
六
五
　
「
序
」
白
菊

　
文
化
研
究
所
『
権
現
出
古
窯
址
』
白
菊
文
化
研
究
所
　
第
二
集
）

　
そ
し
て
、
発
掘
調
査
自
体
が
、
研
究
者
と
の
協
働
の
も
と
で
行
わ

れ
て
い
た
事
実
も
大
変
興
味
深
い
。
池
上
年
は
、
愛
知
県
在
住
の
考

古
学
協
会
会
員
で
あ
り
、
前
述
の
久
永
春
男
は
、
愛
知
県
蒲
郡
市
在

住
の
在
野
の
考
古
学
研
究
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
田
中
稔
は
、
所
属

す
る
職
場
に
お
い
て
考
古
学
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
、
研
究
を
行
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
多
数
の
研
究
者
の
協
力
の
も
と
に
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
が
、
地
域
住
民
の
信
頼
を
得
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
杉
崎
は
言
う
、
「
私
た
ち
に
と
っ
て
は
数
片
の
弥
生
式
土
器
を
も

と
と
し
て
、
そ
の
時
代
の
地
形
を
復
元
し
、
祖
先
の
生
活
を
考
察
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
始
め
て
の
体
験
で
あ
り
、
学
問
と
は
こ
れ

な
ん
だ
と
科
学
の
世
界
へ
す
い
こ
ま
れ
る
よ
う
な
魅
力
を
感
じ
た
」

（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
六
九
～
二
七
〇
）
と
。
調
査

日
誌
や
作
文
に
現
れ
た
意
欲
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
生
徒
た
ち
の
姿
の
背

景
と
は
、
発
掘
調
査
を
通
じ
て
杉
崎
と
と
も
に
、
考
古
学
の
「
科
学
」

の
魅
力
を
体
感
し
、
共
有
し
て
い
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　　　資料３　浜堤の分布図

(杉崎　1950 a　前掲書　269頁より)

四
、
浜
堤
列
の
分
布
と
石
屋
口
古
墳
の
調
査
を
通
し
て

　
柳
ヶ
坪
貝
塚
の
学
術
調
査
を
経
て
、
郷
土
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
一

時
行
き
詰
ま
っ
た
。

　
　
柳
ヶ
坪
の
調
査
を
お
わ
り
、
翌
昭
和
二
十
八
年
の
活
動
は
、
す

　
べ
て
『
柳
ヶ
坪
』
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で

　
あ
る
が
、
遺
跡
の
調
査
を
通
じ
て
二
千
年
前
の
祖
先
の
く
ら
し
を

　
話
合
い
、
浜
堤
列
を
あ
る
い
て
は
当
時
の
水
田
を
問
題
に
で
き
る

　
よ
う
に
な
る
に
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
土
器
を
掘
り
出
し
、
拓
本

　
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
文
様
の
移
り
変
り
は
理
解
で
き
る
が
、
な

　
お
私
た
ち
の
心
に
満
た
さ
れ
な
い
も
の
が
残
っ
た
。
私
た
ち
の
知

　
り
た
い
こ
と
は
土
器
の
歴
史
で
な
く
、
祖
先
の
血
の
か
よ
っ
て
い
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る
人
間
の
生
活
で
あ
る
」
（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
、
二
七

　
一
頁
）

　
生
徒
が
も
っ
と
も
理
解
に
苦
し
ん
だ
の
は
中
世
の
集
落
址
で
あ
っ

た
と
い
う
。
当
時
は
、
須
恵
器
と
併
出
す
る
「
角
型
土
製
品
」
が
、

中
世
の
「
製
塩
土
器
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
（
近
藤
義
郎
　
一
九
八
四
）
。
そ
の
た
め
、
郷
土
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た

ち
は
、
浜
堤
を
歩
い
て
は
中
世
の
集
落
遺
跡
を
求
め
て
、
浜
堤
列
と

遺
跡
の
分
布
状
況
を
地
図
に
記
入
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
っ
た
。
こ

う
し
た
中
、
町
史
編
纂
委
員
会
が
発
足
し
て
、
郷
土
ク
ラ
ブ
の
研
究

活
動
も
そ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
三

月
か
ら
夏
ま
で
に
、
浜
堤
列
の
分
布
と
岩
星
目
古
墳
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

　
横
須
賀
中
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
に
お
け
る
浜
堤
の
分
布
と
岩
屋
目
古

墳
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
が
未
刊
の
た
め
、
杉
崎
の
「
考

古
学
と
郷
土
教
育
」
の
文
章
か
ら
そ
の
経
緯
を
推
測
す
る
こ
と
と
し

た
。
次
頁
か
ら
の
表
４
、
５
は
、
杉
崎
の
記
述
を
も
と
に
、
調
査
の

経
過
と
生
徒
の
作
文
を
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
事
柄
は
、
生
徒
の
共
通
の

学
習
課
題
と
な
っ
た
海
岸
線
の
移
り
変
わ
り
の
問
題
で
あ
る
。
で

は
、
な
ぜ
海
岸
線
の
移
動
が
共
通
の
問
題
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、

当
時
の
横
須
賀
町
の
地
域
社
会
の
問
題
と
重
ね
合
っ
て
い
る
。

　
当
時
の
横
須
賀
地
域
の
問
題
と
し
て
は
、
一
九
四
四
年
、
四
五
年

表
４
　
横
須
賀
中
学
校
郷
土
ク
ラ
ブ
「
調
査
の
経
過
」

　
柳
ヶ
坪
の
調
査
を
お
わ
り
、
翌
二
十
八
年
度
の
活
動
は
、
す
べ
て
「
柳
ヶ
坪
」
の
基

礎
の
上
に
立
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
遺
跡
の
調
査
を
通
じ
て
二
千
年

前
の
祖
先
の
く
ら
し
を
話
合
い
、
浜
堤
列
を
あ
る
い
て
は
当
時
の
水
田
を
問
題
に
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
土
器
を
掘
り
出
し
、
拓
本
を
と
る
こ
と

に
よ
り
、
文
様
の
移
り
変
り
は
理
解
で
き
る
が
、
な
お
私
た
ち
の
心
に
満
た
さ
れ
な
い

も
の
が
残
っ
た
。
私
た
ち
の
知
り
た
い
こ
と
は
土
器
の
歴
史
で
な
く
、
祖
先
の
血
の

か
よ
っ
て
い
る
人
間
の
生
活
で
あ
る
。
こ
の
点
に
対
し
一
歩
で
も
近
づ
き
、
土
器
と

浜
堤
を
祖
先
の
生
活
と
い
う
形
で
む
す
ん
で
い
き
た
い
目
的
を
も
っ
て
、
四
月
最
初

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
観
福
寺
の
見
晴
台
で
も
っ
た
。
こ
こ
で
は
眼
下
に
見
渡
せ
る
低
地

を
問
題
に
し
て
、
「
浜
堤
列
は
ど
う
し
て
で
き
た
か
。
」
「
柳
ヶ
坪
の
時
代
は
ど
こ
ま
で

陸
で
あ
っ
た
か
。
」
「
古
墳
時
代
・
奈
良
時
代
の
地
形
は
。
」
「
遺
跡
は
ど
ん
な
地
形
に
あ

る
か
。
」
な
ど
多
く
の
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
私
た
ち
の
町
で
は
、
祖
先
の
生
活
が
始
っ
て
か
ら
、
歴
史
を
通
じ
て
浜
堤
の
上
に
生

活
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
認
識
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
た
。
低
地
の
生

活
は
海
岸
線
の
移
動
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
、
問
題
の
最
後
は
、
最
近
の
伊
勢
湾
の

地
盤
沈
降
の
点
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
き
、
い
つ
も
問
題
解
決
の
共
通
の
端
緒
は
、
柳
ヶ
坪

の
調
査
で
知
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
教
室
に
か
え
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
共
通
の
課
題
と
な
り
、
縮
尺
の
大
き

な
地
図
に
、
浜
堤
列
と
遺
跡
の
分
布
状
況
を
記
入
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
生
徒
は

毎
日
、
い
く
つ
か
の
組
に
わ
か
れ
、
浜
堤
の
上
に
遺
跡
を
も
と
め
て
で
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
目
と
足
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
、
集
落
分
布
図
を
見
る
と
、
弥
生
式
中
期
の

第
一
浜
堤
、
同
じ
く
後
期
の
第
二
浜
堤
、
さ
ら
に
土
師
器
の
第
三
浜
堤
と
大
き
く
わ
け

ら
れ
、
順
次
に
形
成
さ
れ
て
い
く
浜
堤
の
年
代
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
浜
堤
を
部

分
的
に
と
り
あ
げ
て
見
る
と
、
第
三
浜
堤
は
南
か
ら
の
び
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
南
へ

い
く
程
、
古
く
な
っ
て
弥
生
式
ま
で
も
出
土
し
、
北
の
方
で
は
最
後
ま
で
浜
堤
が
形
成

さ
れ
な
か
っ
た
地
域
も
残
り
、
そ
こ
は
長
く
自
然
の
良
港
と
な
っ
て
い
た
。

－25－



　
生
徒
は
二
組
に
わ
か
れ
て
、
知
多
半
島
の
古
式
古
墳
を
も
と
め
て
、
上
ノ
町
の
甲
山

古
墳
と
阿
久
比
町
の
二
子
塚
古
墳
を
見
に
い
っ
た
。
甲
山
古
墳
へ
行
っ
た
者
は
、
古

式
の
古
墳
が
山
の
頂
上
に
あ
る
理
由
、
岩
屋
口
と
は
ち
が
い
古
墳
の
い
ろ
い
ろ
な
時

代
の
も
の
が
、
群
を
な
し
て
い
る
わ
け
な
ど
を
問
題
と
し
て
き
た
。
二
子
塚
古
墳
へ

い
っ
た
組
は
、
そ
れ
が
前
方
後
円
墳
で
あ
る
た
め
、
と
り
わ
け
印
象
が
深
く
討
議
も
熱

心
で
あ
っ
た
。
前
方
後
円
墳
が
横
須
賀
の
地
域
に
で
き
ず
に
、
阿
久
比
谷
に
で
き
た

わ
け
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
か
ら
横
須
賀
を
通
り
、
阿
久
比
へ
抜
け
る
現
在
の
交
通
に

強
く
と
ら
わ
れ
る
大
人
の
考
え
に
く
ら
べ
、
生
徒
は
無
造
作
に
大
和
か
ら
伊
勢
へ
き

て
海
よ
り
阿
久
比
へ
は
い
っ
た
文
化
で
あ
る
と
し
て
、
私
た
ち
の
地
域
は
名
古
屋
と

阿
久
比
の
両
地
域
に
と
り
残
さ
れ
た
地
域
で
、
文
化
的
に
僻
地
で
あ
る
と
い
っ
た
。

　
岩
屋
目
の
調
査
は
、
基
盤
の
敷
石
近
く
で
陶
質
窯
器
の
山
坏
が
炭
と
と
も
に
出
て

く
る
ほ
ど
で
、
山
坏
の
時
代
に
も
う
荒
ら
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
遺
物
は
刀
子
・

鉄
鏃
・
釘
と
と
も
に
、
腺
・
高
坏
・
カ
メ
の
須
恵
器
が
小
さ
く
わ
れ
て
散
乱
し
て
お
り
、

埋
葬
状
態
が
わ
か
ら
な
い
の
が
残
念
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
の
問
題
と
し
て
、
千
貫
を
こ

え
る
と
考
え
ら
れ
る
巨
石
を
何
枚
か
使
っ
て
あ
る
石
室
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
石
材
は
硬
砂
岩
で
あ
り
、
知
多
半
島
の
丘
陵
に
は
分
布
し
な
い
。
土
地
の
人
は
木

曽
川
流
域
の
産
と
い
っ
て
い
る
が
、
木
曽
川
は
古
墳
の
上
の
丘
に
立
つ
と
、
伊
勢
湾
の

対
岸
に
川
口
を
ひ
ら
い
て
お
り
、
遺
跡
に
も
っ
と
も
近
い
産
地
と
し
て
、
一
応
う
な
ず

け
る
が
、
わ
か
ら
な
い
の
は
運
搬
の
方
法
で
あ
っ
た
。
古
墳
時
代
に
舟
の
あ
っ
た
こ

と
は
、
教
科
書
に
で
て
く
る
埴
輪
か
ら
も
わ
か
っ
て
い
る
が
、
千
貫
余
と
い
う
巨
石
を

の
せ
る
舟
は
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
舟
の
中
央
に
の
せ
た
ら
安
定
は
よ
い

だ
ろ
う
か
。
」
「
大
き
な
イ
カ
ダ
の
両
は
し
に
、
一
つ
ず
つ
つ
ん
だ
ら
安
定
す
る
だ
ろ

う
。
」
あ
る
い
は
「
二
隻
の
舟
の
間
に
網
で
く
く
り
、
浮
力
を
応
用
し
て
海
中
を
く
ぐ

ら
し
て
き
た
ら
」
と
珍
案
も
か
わ
さ
れ
て
き
た
。

（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
七
一
～
二
七
六
頁
よ
り
）

表
５
　
生
徒
に
よ
る
作
文
　
「
浜
堤
列
の
分
布
」
調
査
を
通
し
て

　
第
二
の
砂
丘
が
で
き

　
第
三
の
砂
丘
が
で
き

　
木
曽
川
は
海
の
向
こ
う
か
ら
砂
を
送
り

　
鈴
鹿
お
ろ
し
は
砂
を
吹
き
あ
げ
て

　
浜
は
だ
ん
だ
ん
先
へ
で
た
。

　
や
が
て
、
入
り
江
は
う
ま
っ
て
し
ま
い

　
真
直
ぐ
な
海
岸
と
な
っ
た
。

　
戦
時
中
に
防
空
壕
を
掘
っ
た
時

　
家
の
下
に
貝
層
が
み
つ
け
ら
れ
た

　
サ
ル
ボ
ウ
に
ハ
マ
グ
リ
、
シ
オ
フ
キ

　
木
曽
川
の
砂
の
上
に
発
展
し
た
町
の
歴
史

　
今
も
地
面
の
下
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。

（
秋
田
昇
・
中
学
三
年
）

　
　
こ
の
指
紋
、
こ
の
指
の
あ
と

　
力
強
い
手
の
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。

　
真
剣
に
生
き
ぬ
い
た
先
祖
た
ち
が

　
千
何
百
年
前
、
こ
の
海
岸
で

　
沖
を
に
ら
ん
で
生
き
た
海
の
生
活
－

（
秋
田
昇
・
中
学
三
年
）

（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
六
七
圭
一
六
八
、
二
七
二
圭
一
七
三
頁
よ
り
）

資料４　石屋口古墳の調

　　　査状況

　(杉崎　1956 a　前掲書

274頁より)
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と
続
い
た
震
害
に
よ
り
、
海
底
の
地
盤
沈
下
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
一

九
五
二
年
、
現
在
の
元
浜
の
埋
め
立
て
工
事
が
着
工
さ
れ
た
こ
ろ
、

そ
の
臨
海
部
一
体
の
井
戸
に
、
塩
分
が
混
入
し
「
塩
辛
い
」
と
い
う

声
が
起
こ
り
始
め
た
問
題
、
ま
た
、
一
九
五
三
年
に
知
多
半
島
を
襲
っ

た
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
の
被
害
な
ど
が
あ
り
、
全
て
海

岸
線
の
分
布
状
況
に
由
来
し
て
い
た
（
横
須
賀
町
史
編
纂
委
員
会
編

一
九
六
九
）
。
す
な
わ
ち
、
横
須
賀
町
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
海
岸
線

の
移
動
に
関
わ
る
問
題
は
、
生
活
す
る
上
で
の
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
海
岸
線
の
歴
史
地
理
的
な
把
握
が
必
要
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
そ
う
し
た
地
域
社
会
の
問
題
意

識
を
共
有
し
つ
つ
、
遺
跡
の
分
布
地
図
の
作
成
や
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
半
島
部
の
小
面
積
の
地
域
で
あ
っ
て
も
、
平
野
に
の
ぞ
ん
だ
丘

　
陵
の
突
端
に
は
、
岩
屋
口
の
よ
う
に
横
穴
式
石
室
を
一
般
的
に

　
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
海
に
向
っ
た
漁
村
集
落
で
は
組
合
せ
式

　
石
棺
と
い
っ
た
形
で
、
古
墳
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
、
近
畿
よ
り
直

　
接
、
移
入
さ
れ
て
く
る
漁
民
文
化
の
可
搬
性
を
想
像
さ
せ
、
現
在

　
は
石
棺
の
発
見
地
に
の
こ
さ
れ
た
遺
物
の
確
認
と
、
集
落
址
と
の

　
関
係
を
う
ら
づ
け
る
、
角
型
土
製
品
の
層
位
的
な
調
査
を
す
す
め

　
て
い
る
。
（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
七
六
頁
）

　
こ
の
よ
う
な
郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
の
把
握
の
仕
方
は
、
杉
崎
自

身
が
、
歴
史
地
理
学
を
学
ん
だ
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
「
こ
う
し
た
具
体
的
な
基
礎
を
も
っ
て
、
地
域
を
さ
ら

に
綿
密
に
踏
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
新
し
い
遺
跡
を
見

い
だ
し
、
あ
る
い
は
き
き
だ
し
て
き
た
。
か
く
れ
て
い
た
村
の
姿
が
、

新
た
に
地
理
学
や
地
学
の
学
問
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
」
（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲

書
　
二
七
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
専
門
諸
科
学
と
の
連
携
に
よ
る

成
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
践
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
者
・
和

島
誠
一
が
行
っ
て
い
る
。

　
　
中
学
校
の
郷
土
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
つ
の
地
域
の
遺

　
跡
を
系
統
的
に
取
扱
い
、
発
掘
も
行
っ
た
杉
崎
氏
の
実
践
例
で
は
、

　
単
に
弥
生
式
土
器
の
一
形
式
の
内
容
や
古
墳
や
窯
址
の
構
造
が
明

　
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
浜
堤
列
と
集
落
の

　
問
題
に
切
り
込
ん
で
、
「
貝
塚
で
な
い
遺
跡
か
ら
は
、
海
岸
線
の
異

　
動
を
簡
単
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
安
易
な
常
識
論
を
越

　
え
る
結
果
に
達
し
て
い
る
。
古
墳
群
と
集
落
と
の
関
係
も
系
統
的

　
に
分
布
調
査
さ
れ
た
の
で
、
壊
さ
れ
た
横
穴
式
石
室
を
清
掃
し
て

　
そ
の
石
材
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
も
、
組
合
せ
式
石
棺
が
角
型
土

　
製
品
を
出
す
海
浜
の
集
落
址
に
伴
う
事
実
を
指
摘
し
て
も
、
そ
れ

　
が
地
域
性
の
問
題
と
し
て
正
し
く
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
和
島
　
一
九
五
六
　
「
考
古
学
と
郷
土
教
育
　
あ
と
が
き
」
）

　
こ
の
和
島
の
指
摘
の
よ
う
に
、
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」

の
生
徒
た
ち
は
、
浜
堤
の
分
布
と
岩
星
口
古
墳
の
調
査
を
通
じ
て
、
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海
岸
線
の
移
動
を
具
体
的
に
把
握
し
、
ま
た
海
を
隔
て
た
文
化
の
交

流
の
様
子
に
つ
い
て
も
多
様
に
認
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。

五
、
社
山
古
窯
址
の
調
査
を
通
し
て

　
次
に
、
郷
土
ク
ラ
ブ
は
、
町
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
九

五
四
～
五
五
年
の
間
に
計
三
回
、
社
山
古
窯
址
の
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
、
郷
土
ク
ラ
ブ
員
で
当
時
中
学
二
年
生

で
あ
っ
た
早
川
鉄
也
の
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
（
表
６
）
。
こ
の
発

掘
調
査
自
体
、
中
世
古
窯
址
が
発
掘
調
査
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
頃
に
お
け
る
学
問
的
に
も
貴
重
な
実
践
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
知
多
半
島
の
丘
陵
に
は
、

古
陶
器
の
窯
が
各
所
に
群

か
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
二

○
○
○
基
を
超
す
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
瓦
の

窯
は
、
瓦
の
文
様
、
形
態
か

ら
、
そ
の
年
代
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

古
窯
址
の
調
査
は
注
目
を
集

め
た
。
こ
の
調
査
は
、
『
社

　　資料５　鬼瓦をいだいて

(杉崎　1956 b　前掲書　10頁より)

表
６
　
社
山
古
窯
址
調
査
の
経
緯
を
綴
っ
た
生
徒
の
作
文

－
終
戦
後
の
食
糧
難
の
こ
ろ
に
、
山
の
奥
に
ひ
ら
か
れ
た
畑
へ
い
く
道
を
作

る
時
、
幸
か
不
幸
か
、
一
部
が
古
窯
に
か
か
っ
た
ら
し
く
、
道
の
下
に
瓦
の
破

片
が
散
っ
て
い
る
。
後
に
な
っ
て
僕
は
、
こ
こ
を
掘
っ
て
み
た
が
窯
ら
し
き

も
の
は
な
か
っ
た
。
で
も
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
瓦
を
見
つ
け
な
が
ら
、
問

題
に
も
し
な
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
が
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。
そ
う
し
た
有
様

で
あ
っ
た
社
山
の
古
窯
に
、
私
か
ど
う
し
て
関
心
を
も
っ
て
き
た
か
、
そ
の

動
機
は
例
の
柳
ヶ
坪
貝
塚
の
調
査
で
あ
る
。
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
て
、
今
ま

で
目
も
く
れ
な
か
っ
た
土
器
の
破
片
が
、
郷
土
の
歴
史
を
と
く
の
に
、
そ
の

カ
ギ
と
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。
私
の
家
で
も
、
た
ま
た
ま
そ
の
話
が
も
ち
あ

が
り
、
瓦
の
か
け
ら
な
ら
家
の
裏
山
に
も
あ
る
と
い
う
話
が
で
た
。
も
し
や

と
思
っ
た
私
は
、
一
応
そ
の
あ
た
り
を
調
べ
て
み
た
が
、
雑
草
に
お
お
わ
れ

た
山
の
中
で
、
何
も
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
後
の

ク
ラ
ブ
の
話
で
は
、
ど
う
し
て
も
だ
ま
っ
て
お
れ
な
か
っ
た
。
友
だ
ち
の
久

野
寛
君
や
春
田
修
生
君
に
協
力
を
も
と
め
、
再
調
査
の
結
果
、
数
個
の
瓦
を

発
見
し
ク
ラ
ブ
ヘ
報
告
し
た
Ｉ

（
早
川
鉄
也
・
卒
業
生
）

－
瓦
の
破
片
は
早
川
君
の
家
の
裏
山
一
帯
に
散
っ
て
い
た
。
早
川
君
に
地
名

を
き
い
て
、
社
山
古
窯
址
と
名
づ
け
る
こ
と
に
き
め
た
。
土
地
の
人
は
古
窯

か
ら
で
て
く
る
山
坏
や
鉢
な
ど
の
こ
と
を
、
藤
四
郎
焼
き
と
い
っ
て
い
る
の

で
、
先
生
も
お
百
姓
さ
ん
に
あ
う
と
藤
四
郎
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
と
い
っ
て

き
い
て
み
た
。
こ
の
日
の
反
省
と
し
て
一
番
強
く
話
し
合
っ
た
の
は
、
遺
跡

の
保
存
の
問
題
で
あ
る
。
早
川
君
の
お
母
さ
ん
も
、
以
前
は
も
っ
と
た
く
さ

ん
あ
っ
た
と
い
わ
れ
た
。
谷
一
つ
東
の
丘
陵
に
も
多
く
の
古
窯
が
分
布
し
て

い
る
の
を
知
り
、
日
を
改
め
て
ま
た
で
か
け
た
が
、
こ
の
丘
陵
は
砂
防
・
植
林

の
工
事
中
で
、
大
部
分
が
こ
わ
さ
れ
て
い
た
。
今
な
ら
分
布
の
様
子
は
わ
か

る
が
、
一
日
お
く
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
、
遺
跡
が
失
わ
れ
て
い
く
。

（
秋
田
昇
・
中
学
三
年
）

（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
七
六
～
二
七
七
頁
よ
り
）
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表
７
　
横
須
賀
中
学
校
郷
土
ク
ラ
ブ
「
社
山
古
窯
址
　
調
査
日
誌
」

第
一
次
調
査
（
昭
和
二
九
年
）

　
三
月
一
五
日
　
晴

　
中
学
校
の
方
へ
き
て
い
た
だ
い
た
久
永
先
生
・
役
場
の
久
田
さ
ん
と
と
も
に
社
山

へ
到
着
し
た
の
は
も
う
十
時
を
す
ぎ
て
い
た
。
現
地
に
は
す
で
に
役
場
の
岡
戸
さ
ん

を
は
じ
め
町
史
の
委
員
の
方
々
、
常
滑
古
窯
調
査
会
・
報
道
機
関
・
そ
の
他
の
研
究

者
が
あ
つ
ま
っ
て
み
え
て
、
山
は
大
に
ぎ
わ
い
で
あ
る
。
楢
崎
先
生
・
田
中
先
生
も

相
つ
い
で
到
着
さ
れ
、
早
速
活
動
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
全
体
の
資
料
を
数
量
的
に
つ
か
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、
周
辺
の
草
刈
り
を

す
る
班
と
併
行
し
て
、
表
面
に
ち
っ
て
い
る
瓦
や
山
坏
な
ど
の
遺
物
を
種
類
別
に
採

集
す
る
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
林
道
に
か
か
っ
て
い
る
地
点
と
二
地
点
の
破
壊
坑

よ
り
の
観
察
か
ら
、
一
応
三
基
か
ら
で
き
て
い
る
古
窯
群
と
仮
定
し
、
西
の
方
か
ら

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
窯
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
た
。
調
査
は
そ
れ
ら
の
う
ち
、
も
っ
と
も

破
壊
の
は
げ
し
い
Ａ
の
窯
・
Ｂ
の
窯
の
二
基
を
予
定
し
、
Ｃ
の
窯
は
遺
跡
と
し
て
保

存
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
午
後
に
な
り
、
楢
崎
先
生
の
指
導
に
よ
り
卒
業
生
の
早
川
鉄
也
、
生
徒
で
は
大
森
・

森
岡
が
手
つ
だ
っ
て
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
で
の
地
形
測
量
を
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
ま
ず

Ａ
の
窯
か
ら
発
掘
に
と
り
か
か
っ
た
。
Ｉ
Ｉ
破
壊
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
斜
面
に
そ
っ

て
ト
レ
ン
チ
を
掘
り
、
窯
に
あ
た
っ
た
ら
そ
れ
を
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う
と
す
る
作
戦
で

あ
る
。
少
し
掘
っ
て
い
く
と
層
の
か
わ
っ
て
い
る
所
へ
達
し
た
。
そ
れ
は
昔
の
地
肌

で
笹
の
葉
の
く
さ
っ
た
の
が
た
く
さ
ん
み
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
が
本
物
だ
と
意
気
ご

ん
で
か
か
っ
た
が
、
何
度
、
目
を
み
は
ら
し
て
も
思
う
よ
う
な
瓦
は
で
て
こ
な
い
。

（
高
橋
良
祐
）
－
で
も
破
壊
坑
か
ら
み
る
と
も
う
す
ぐ
遺
層
で
あ
る
。
明
日
か
ら

は
遺
物
層
を
お
っ
て
横
に
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
指
導
に
き
て
い
た
だ
い
た
三
人

の
先
生
の
宿
舎
に
は
、
加
木
屋
小
学
校
の
一
室
を
借
用
す
る
。

　
三
月
二
六
日
　
晴

　
測
量
係
は
今
日
も
楢
崎
先
生
の
指
導
で
地
形
測
量
を
つ
づ
け
る
。
発
掘
の
方
は
第

一
日
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
Ａ
の
窯
の
床
面
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
、

Ａ
区
で
窯
の
あ
り
方
が
大
体
了
解
で
き
た
の
で
、
予
定
し
た
Ｂ
の
窯
の
調
査
を
は
じ

め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

－
Ａ
の
窯
で
は
山
杯
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
瓦
は
丸
瓦
が
少
し
で
た
程
度
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
一
番
上
の
方
か
ら
巴
文
の
軒
丸
瓦
が
で
た
時
は
、
皆
が
歓
声
を
あ
げ

て
み
に
い
っ
た
。
で
て
く
る
状
態
を
写
真
に
と
る
の
で
、
移
植
ゴ
テ
を
う
ご
か
す
竹

内
君
も
真
剣
で
あ
る
。
僕
は
鬼
瓦
の
鼻
を
掘
り
だ
し
た
。
普
通
の
瓦
に
し
て
は
変
で

あ
る
の
で
、
先
生
に
み
せ
た
ら
鼻
の
穴
だ
と
大
わ
ら
い
さ
れ
た
。
そ
う
い
え
ば
下
に

歯
が
あ
る
。
（
伊
藤
高
光
）
上
コ
日
か
ら
は
じ
め
た
Ｂ
の
窯
で
は
、
下
村
時
・
下
村

啓
・
永
島
・
永
井
・
及
川
ら
八
入
し
て
分
担
し
た
が
、
―
私
た
ち
の
班
は
八
入
で
、
窯

の
上
の
方
に
四
人
、
中
間
に
二
人
、
下
に
二
人
で
あ
る
。
上
の
も
の
が
掘
り
か
え
し

た
土
を
下
へ
な
が
す
と
、
下
の
方
で
は
遺
物
を
み
な
が
ら
道
の
下
段
へ
ほ
う
り
こ
む

の
だ
が
、
両
の
窯
に
一
日
お
く
れ
て
い
る
の
で
表
土
の
土
取
り
も
大
変
で
あ
る
。
Ａ

区
か
ら
は
め
ず
ら
し
い
も
の
が
で
る
ら
し
く
、
歓
声
が
聞
こ
え
る
が
こ
ち
ら
は
意
気

が
あ
が
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
や
が
て
遺
物
層
と
な
り
、
窯
の
た
き
口
近
く
で
は
炭
が

み
つ
け
ら
れ
、
中
央
よ
り
は
軒
平
瓦
の
ほ
と
ん
ど
完
全
な
の
が
で
て
き
た
。
文
様
は

唐
草
で
あ
る
が
菊
の
葉
の
よ
う
で
あ
る
。
（
下
村
時
康
）
最
初
の
遺
物
層
が
な
く
な

る
と
、
赤
く
焼
け
た
層
が
あ
り
、
そ
の
下
に
ま
た
新
し
い
遺
物
層
が
あ
ら
わ
れ
た
。

こ
の
日
も
お
わ
り
近
く
な
っ
て
か
ら
、
窯
の
中
央
で
平
瓦
が
か
さ
な
り
あ
っ
て
姿
を

あ
ら
わ
し
て
き
た
。
ど
れ
も
が
文
様
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
す
こ
し
も
か

け
て
い
な
い
完
全
な
平
瓦
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
三
枚
ま
た
二
枚
と
で
て
く
る
。
平
瓦

と
平
瓦
の
間
に
は
小
さ
い
平
瓦
の
破
片
が
は
さ
ん
で
あ
る
。
先
生
方
は
天
然
色
写
真

の
準
備
を
し
て
み
え
る
。

（
永
島
朋
泰
）
－

　
発
掘
は
毎
日
で
き
る
だ
け
早
く
き
り
あ
げ
て
、
そ
の
日
そ
の
日
の
検
討
を
し
て
い

る
の
だ
が
、
今
日
の
討
議
は
問
題
が
多
か
っ
た
。
養
父
で
瓦
の
製
造
を
し
て
み
え
る

早
川
益
一
郎
氏
は
前
に
遺
跡
の
下
の
谷
で
、
瓦
を
つ
く
る
粘
土
を
と
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
こ
の
土
地
の
粘
土
は
比
較
的
に
高
熱
に
対
し
て
弱
い
質
で
あ
る
点
や
、

粘
土
に
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
長
所
と
も
短
所
と
も
な
っ
て
お
っ
て
、

現
代
の
瓦
を
焼
く
時
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
気
候
の
変
化
に
も
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
各

種
の
粘
土
を
配
合
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
職
業
の
方
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

苦
心
を
説
明
し
て
下
さ
っ
た
。
さ
ら
に
榊
原
隆
近
氏
は
前
に
採
集
し
て
み
え
る
資
料

の
中
か
ら
杏
葉
唐
草
の
軒
平
瓦
を
持
参
し
て
い
た
だ
い
た
。
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三
月
二
七
日
　
晴

　
　
第
三
日
で
あ
る
。
昨
日
発
掘
を
み
に
こ
ら
れ
た
久
野
九
兵
衛
・
加
古
新
平
両
氏
の

　
案
内
に
よ
り
先
生
方
は
谷
の
む
こ
う
の
古
窯
群
の
視
察
に
で
か
け
ら
れ
る
。
む
こ
う

　
の
論
田
古
窯
で
も
社
山
古
窯
と
同
じ
文
様
の
瓦
を
採
集
で
き
、
窯
の
構
造
・
遺
物
の

　
相
異
な
ど
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
す
す
め
る
上
に
参
考
に
な
る
資
料
を

　
う
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
学
の
早
川
巌
先
生
が
み
え
て
さ
か
ん
に
天
然
色
の
写
真
を

　
と
っ
て
み
え
る
。
－
む
こ
う
の
山
か
ら
か
え
っ
て
み
え
た
先
生
は
、
ま
っ
先
き
に

　
僕
に
む
か
っ
て
「
君
が
昨
日
こ
な
か
っ
た
か
ら
、
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
よ
」

　
と
い
わ
れ
た
。
や
は
り
力
仕
事
は
僕
で
な
い
と
で
き
な
い
ら
し
い
。

　
　
　
青
空
は
雲
一
つ
な
く
、
澄
み
き
っ
た
春
の
空

　
　
　
郷
土
の
知
識
、
僕
は
ま
だ
何
も
し
ら
な
い
。

　
　
　
澄
み
き
っ
た
頭
に
、
社
山
で

　
　
　
う
ん
と
、
知
識
を
つ
め
こ
ん
で
か
え
ろ
う
。

　
　
午
後
は
中
央
よ
り
少
し
下
で
、
何
か
コ
ツ
ツ
と
い
う
の
で
、
苦
心
し
て
全
体
の
姿

　
を
あ
ら
わ
す
と
蓮
花
文
の
軒
丸
瓦
で
あ
る
。
（
下
山
敬
三
）
－
Ａ
区
で
は
ほ
ぼ
中

一
央
の
線
で
断
面
を
つ
く
り
、
西
半
分
は
端
ま
で
調
整
し
た
。
長
さ
は
約
1
3
メ
ー
ト
ル
、

　
中
央
は
や
や
ふ
く
ら
み
を
も
ち
上
下
両
端
は
し
ぼ
ら
れ
て
い
て
窯
の
規
模
の
全
体
が

　
わ
か
っ
て
き
た
。
Ｂ
区
で
は
前
日
の
平
瓦
の
出
土
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た

　
が
、
林
道
と
の
さ
か
い
目
か
ら
合
わ
せ
れ
ば
完
全
に
な
る
巴
文
の
軒
丸
瓦
が
四
つ
に

　
わ
れ
て
で
て
き
た
。
Ａ
区
の
巴
文
と
巻
き
方
が
反
対
で
あ
る
。

　
　
午
後
は
先
生
方
が
床
面
の
実
測
図
を
つ
く
っ
て
み
え
る
の
で
、
私
た
ち
は
出
土
遺

　
物
の
集
計
を
お
こ
な
っ
た
。
表
面
採
集
・
Ａ
区
・
Ｂ
区
と
地
区
別
に
わ
け
て
、
さ
ら

　
に
そ
れ
ら
を
種
類
別
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
丸
瓦
は
筒
先
・
山
坏
と
山
皿
は
底
部

　
で
か
ぞ
え
た
が
、
平
瓦
は
外
角
四
個
で
一
個
体
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
町
役
場
で

　
の
議
会
に
で
て
み
え
た
町
長
高
津
元
治
氏
と
町
会
議
長
阿
知
波
安
兵
衛
氏
が
町
史
編

　
纂
委
員
岡
戸
さ
ん
の
案
内
で
視
察
に
こ
ら
れ
た
。

　
　
三
月
二
八
日
　
曇
り

　
　
最
初
は
三
日
で
調
査
を
お
わ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
し
ら
べ
て
い
く
と
新
し
い
問

　
題
が
っ
ぎ
つ
ぎ
と
う
ま
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
も
う
一
度
計
画
を
た
て
な
お
し
て
、
再

　
調
査
を
す
る
こ
と
に
し
て
、
遺
跡
は
し
ば
ら
く
仮
保
存
の
手
配
を
し
た
。
発
掘
の
成

　
果
が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遺
跡
の
安
全
が
心
配
で
あ
る
。

　
　
心
な
い
人
に
よ
っ
て
遺
跡
が
掘
ら
れ
ね
ば
よ
い
が
、
残
さ
れ
た
窯
・
残
し
た
壁
・
：

一
私
た
ち
の
研
究
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
次
調
査
（
昭
和
二
九
年
）

　
　
七
月
二
六
日
　
晴

　
　
今
度
の
調
査
の
目
的
は
、
Ｂ
の
窯
を
上
端
ま
で
掘
り
の
ぽ
り
、
そ
の
全
体
を
と
ら

　
え
る
こ
と
と
し
て
、
も
う
一
つ
は
Ａ
・
Ｂ
両
方
の
窯
の
相
互
関
係
を
し
ら
べ
る
こ
と

　
で
あ
る
。

　
　
朝
か
ら
炎
天
を
お
し
て
仕
事
を
す
す
め
る
。
待
つ
程
も
な
く
楢
崎
先
生
つ
い
で
久

　
永
先
生
も
到
着
さ
れ
て
作
業
は
本
格
的
と
な
っ
て
き
た
。
Ｂ
区
の
方
で
は
前
の
調
査

　
の
床
面
の
下
に
、
さ
ら
に
一
層
の
遺
物
層
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
鬼
瓦
が
あ
ら

　
わ
れ
、
一
同
歓
声
を
あ
げ
て
よ
ろ
こ
び
作
業
も
小
休
止
の
状
態
で
あ
る
。
前
の
調
査

　
の
時
に
で
て
い
る
脚
部
片
と
う
ま
く
接
合
し
て
ほ
と
ん
ど
完
全
と
な
っ
た
。

　
　
一
方
の
Ａ
区
で
は
東
に
残
し
た
断
面
の
測
図
を
と
る
た
め
に
、
田
中
先
生
と
と
も

　
に
壁
面
を
清
掃
し
て
い
た
が
、
上
端
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
煙
出
し
を
確

　
認
し
た
。
窯
が
ち
ぢ
ん
で
き
た
上
端
に
焼
台
を
二
個
す
え
て
く
ぎ
り
、
煙
道
は
そ
の

　
間
を
の
ぼ
り
つ
め
て
、
い
よ
い
よ
地
上
へ
で
る
部
分
は
粘
度
で
固
め
て
あ
っ
た
。

　
　
第
一
次
調
査
の
時
に
、
宿
舎
と
し
て
提
供
を
う
け
た
加
木
屋
小
学
校
は
新
築
工
事

　
中
の
た
め
に
、
今
度
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
宿
舎
と
し
て
町
長
高
津
元
治
氏
宅
の
好

　
意
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
七
月
二
七
日
　
晴

　
　
第
一
日
に
つ
づ
い
て
Ａ
区
東
壁
の
断
面
測
量
を
と
り
な
が
ら
Ｂ
地
区
の
調
査
を
お

　
し
す
す
め
た
わ
け
で
あ
る
。
Ａ
の
窯
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
Ｂ
窯
で
は
下

　
部
に
炭
が
多
く
、
燃
焼
室
と
思
わ
れ
る
所
か
ら
は
じ
ま
っ
た
傾
斜
の
ゆ
る
い
部
分
と
、

　
そ
こ
か
ら
急
角
度
を
な
し
て
の
ぼ
っ
て
い
き
煙
道
に
お
よ
ぶ
部
分
の
二
つ
に
わ
け
る

　
こ
と
が
で
き
る
が
、
遺
物
は
両
方
の
ほ
と
ん
ど
限
界
ま
で
で
て
き
て
、
そ
れ
ら
全
体

　
が
焼
成
場
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
注
意
し
て
観
察
し
て
み
た
が
、

　
傾
斜
の
か
わ
る
附
近
に
施
設
と
し
て
み
と
め
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。

　
　
Ａ
区
の
測
図
が
す
ん
だ
の
で
、
一
方
で
Ｂ
区
西
壁
の
測
図
を
と
る
と
と
も
に
、
主

　
力
は
両
方
の
地
区
の
間
に
残
し
て
あ
っ
た
隔
壁
を
、
Ａ
区
の
方
か
ら
切
断
し
て
ト
レ
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ン
チ
を
い
れ
た
。
横
断
面
か
ら
Ａ
・
Ｂ
両
方
の
窯
の
相
互
関
係
を
み
よ
う
と
し
た
の

で
あ
り
、
遺
物
の
包
含
層
は
だ
い
た
い
三
層
に
わ
か
れ
て
お
り
、
最
上
部
の
遺
物
層

よ
り
は
一
本
の
角
を
も
つ
鬼
瓦
が
出
土
し
た
。

　
正
午
す
ぎ
、
遠
く
東
三
河
の
北
設
楽
郡
よ
り
夏
目
一
平
・
岡
田
松
三
郎
の
両
氏
が

視
察
に
こ
ら
れ
る
。

　
七
月
二
八
日
　
晴

　
中
央
の
隔
壁
を
切
り
通
し
て
、
Ａ
・
Ｂ
両
区
を
つ
な
ぐ
ト
レ
ン
チ
の
仕
事
を
継
続

し
た
。

　
断
面
の
最
下
部
で
、
Ａ
・
Ｂ
両
方
の
窯
が
約
五
十
糎
の
間
隔
を
も
っ
て
床
面
が
く

ぼ
ん
で
お
り
、
二
つ
の
窯
の
区
別
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
Ｂ
・
Ｃ
両
窯
の
境

界
、
Ａ
・
Ｂ
両
窯
の
床
幅
を
し
る
た
め
に
、
断
面
の
下
を
さ
ら
に
左
右
へ
延
長
し
て

Ａ
・
Ｂ
両
区
の
地
山
に
い
た
る
ま
で
掘
り
さ
げ
て
み
た
。
こ
の
観
察
に
よ
り
、
東
端

の
Ｃ
の
窯
が
未
調
査
で
あ
る
が
、
発
掘
の
当
初
に
三
基
の
窯
が
併
列
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
仮
り
に
考
え
た
の
が
妥
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

　
し
か
も
な
お
、
中
央
隔
壁
の
断
面
を
注
意
深
く
観
察
す
る
と
、
二
度
目
∴
二
度
目

の
焼
成
を
示
す
遺
物
包
含
層
に
問
題
を
残
し
て
い
る
の
を
し
っ
た
。
Ａ
・
Ｂ
両
窯
の

床
が
そ
れ
ら
の
層
序
で
は
た
が
い
に
切
り
合
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
同
時

の
焼
成
は
不
可
能
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
こ
の

遺
跡
の
調
査
の
焦
点
の
一
つ
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
隔
壁
を
横
位
に
数
個
所
切
り
通
し

て
断
面
を
精
密
に
観
察
す
る
必
要
を
み
と
め
た
。

　
予
定
し
た
期
日
も
き
て
お
り
、
残
っ
て
い
る
中
央
残
壁
に
は
松
の
木
が
数
本
あ
る

の
で
、
仕
事
の
能
率
も
意
の
ご
と
く
す
す
ま
ず
、
三
度
の
計
画
を
期
し
て
下
山
す
る

こ
と
に
し
た
。

第
三
次
調
査
（
昭
和
三
〇
年
）

　
六
月
二
五
日
　
晴

　
昨
秋
以
来
、
第
三
次
調
査
に
つ
い
て
何
度
か
計
画
を
も
ち
、
資
源
科
学
研
究
所
の

和
島
誠
一
氏
に
は
東
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
り
も
し
た
が
、
そ

の
た
び
に
時
期
に
め
ぐ
ま
れ
ず
、
結
局
最
終
調
査
は
春
す
ぎ
て
六
月
に
な
っ
（
マ
マ
）

し
ま
っ
た
。

　
今
度
の
仕
事
は
二
回
の
調
査
に
残
し
て
あ
る
隔
壁
の
取
り
こ
わ
し
で
あ
る
。
こ
の

作
業
を
通
じ
て
窯
と
窯
と
の
相
互
関
係
の
確
認
と
、
層
位
別
採
集
に
よ
る
遺
物
の
変

化
の
検
討
と
い
う
二
点
を
課
題
と
し
て
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

　
土
曜
日
の
午
後
、
学
校
を
出
発
し
現
地
に
到
着
、
と
り
あ
え
ず
松
の
木
を
切
っ
て

い
る
間
に
久
永
・
楢
崎
・
立
松
・
新
美
・
白
井
の
各
先
生
も
集
っ
て
い
た
だ
い
た
。

し
っ
か
り
と
根
を
は
っ
た
株
を
と
り
は
ず
す
こ
と
は
仲
々
の
辛
苦
な
仕
事
で
あ
る
。

　
窯
と
窯
の
相
互
関
係
に
よ
り
よ
い
考
察
を
も
つ
た
め
に
、
Ａ
・
Ｂ
両
区
を
つ
な
い

だ
横
断
ト
レ
ン
チ
の
上
と
下
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
一
地
点
を
え
ら
び
、
断
面
を
観

察
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
上
部
の
断
面
で
は
前
回
の
横
断
面
よ
り
三
十
糎
程

け
ず
り
お
ろ
し
、
下
部
で
は
林
道
よ
り
約
一
メ
ー
ト
ル
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
で
切
り
通

し
た
。

　
今
日
は
何
と
か
晴
れ
て
く
れ
た
が
、
梅
雨
の
候
で
あ
る
の
で
明
日
の
天
気
を
念
じ

な
が
ら
下
山
す
る
。

　
六
月
二
六
日
　
曇

　
現
地
に
は
す
で
に
田
中
・
加
藤
の
両
先
生
も
到
着
し
て
い
て
下
さ
っ
て
、
仕
事
は

急
ピ
ッ
チ
に
す
す
み
だ
し
た
。

　
い
ず
れ
の
層
位
か
ら
も
、
瓦
と
と
も
に
山
杯
・
山
皿
が
併
出
し
て
お
り
、
同
一
時

間
に
両
方
と
も
が
焼
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
各
層
位
の
間
に
遺
物
の
変
化

は
み
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
が
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
理
由
で
あ
る
。

　
上
部
の
断
面
を
観
察
し
な
が
ら
、
最
上
部
の
表
土
を
は
い
で
い
く
と
、
二
次
調
査

の
時
に
Ａ
窯
の
煙
出
し
を
確
認
し
た
と
き
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
煙
出
し
の
あ
り
方
に
注

目
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
昨
日
も
横
断
面
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
黒
い
炭
化
物
の

多
い
間
層
が
は
い
っ
て
い
る
の
に
留
意
し
て
い
た
点
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
層
を

追
っ
て
い
く
と
細
長
い
管
状
に
な
っ
て
お
り
煙
出
し
の
遺
構
が
姿
を
あ
ら
わ
し
て
き

た
。
わ
ず
か
ニ
メ
ー
ト
ル
の
幅
に
す
ぎ
な
い
隔
壁
の
間
に
八
基
の
煙
出
し
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
煙
出
し
の
構
造
は
き
わ
め
て
多
岐
で
あ
り
、
粘
度
で
固
め
て
あ

る
も
の
、
焼
台
の
凹
部
を
利
用
し
て
い
る
も
の
、
山
杯
・
山
皿
の
丸
み
を
応
用
し
た

も
の
、
一
基
毎
に
同
じ
も
の
は
な
く
変
化
に
と
ん
だ
趣
向
で
あ
る
。

　
中
央
よ
り
下
の
部
分
か
ら
は
、
数
多
く
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
従
来

一
片
も
採
集
し
て
い
な
い
種
類
の
唐
草
文
軒
平
瓦
を
と
り
だ
し
た
時
に
は
一
同
が
歓
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声
を
あ
げ
た
。
今
ま
で
軒
平
瓦
で
Ｉ
種
で
る
は
ず
で
で
て
こ
な
く
て
何
か
わ
り
き
れ

な
い
気
が
し
て
い
た
が
、
こ
れ
で
不
満
も
吹
き
と
ん
だ
。

　
夕
や
み
せ
ま
る
こ
ろ
予
定
を
完
了
し
遺
跡
と
わ
か
れ
る
。
一
年
半
の
思
い
で
の
遺

跡
、
社
山
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
山
を
下
っ
た
。

（
杉
崎
　
一
九
五
六
ｂ
　
前
掲
書
　
一
〇
～
一
三
頁
よ
り
）

資料６　社山古窯址出土の瓦

　(杉崎　1956a　前掲書　276

頁より)

　　　資料６　銀杏瓦

　(上、観福寺寺院址出土　下、

社山古窯址出土　三ツ池古窯

址出土　杉崎　1956 a　前掲

書　78頁より)

表
８
　
生
徒
に
よ
る
作
文
　
「
社
山
古
窯
址
」
の
調
査
を
通
し
て

社
山
へ
行
っ
て

　
Ｉ
今
日
は
先
生
が
向
う
の
谷
を
視
察
に
行
か
れ
た
の
で
、
自
主
的
に
仕
事

に
か
か
っ
た
。
中
学
の
早
川
先
生
が
み
え
て
、
盛
ん
に
天
然
色
の
写
真
を

と
っ
て
み
え
る
。
久
永
先
生
は
真
先
き
に
、
僕
に
向
っ
て
君
が
昨
日
こ
な

か
っ
た
か
ら
、
仕
事
が
仲
々
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
よ
、
と
い
わ
れ
た
。
矢
張

り
力
仕
事
は
僕
で
な
い
と
で
き
な
い
ら
し
い
。

　
　
青
空
は
雲
一
つ
な
く
澄
み
き
っ
た
春
の
空

　
　
郷
土
の
知
識
、
僕
は
ま
だ
何
一
つ
知
ら
な
い
。

　
　
澄
み
き
っ
た
頭
に
、
社
山
で

　
　
う
ん
と
、
知
識
を
つ
め
こ
ん
で
か
え
ろ
う
。

午
後
は
中
央
よ
り
少
し
下
で
、
何
か
コ
ッ
と
い
う
の
で
、
て
い
ね
い
に
全
体

の
姿
を
あ
ら
わ
す
と
、
蓮
花
文
の
軒
丸
瓦
で
あ
る
。
先
生
は
、
Ｏ
Ｋ
・
Ｏ
Ｋ
の

連
発
で
あ
る
。

（
下
山
敬
三
・
中
学
三
年
）

　
　
社
山
の
か
ま
あ
と

　
山
の
中
腹
に
あ
る
、
社
山
の
か
ま
あ
と

　
先
生
も
ぼ
く
等
も
目
を
サ
ラ
に
し
て

　
鍬
や
ス
コ
ッ
プ
を
動
か
す

　
　
発
掘
が
す
む
と
、
討
議
が
は
じ
ま
る
。

　
　
一
日
の
汗
を
ふ
き
な
が
ら
み
ん
な
が
考
え
る

　
　
一
体
、
瓦
の
布
目
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う

　
　
山
茶
わ
ん
は
何
枚
く
ら
い
つ
ま
れ
て
い
る
か

　
　
茶
わ
ん
の
間
に
何
か
こ
め
て
あ
る
の
か

　
　
も
っ
と
考
え
て
掘
ろ
う

　
　
布
目
の
上
に
ク
ス
リ
が
流
れ
て
い
る
か
ら

　
　
焼
く
前
の

　
　
粘
土
の
や
わ
ら
か
い
う
ち
だ
と
考
え
る
が

　
　
明
日
は
も
っ
と
観
察
し
よ
う

（
永
島
朋
泰
・
中
学
二
年
）

（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
七
八
～
二
八
〇
頁
よ
り
）
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山
古
窯
調
査
の
あ
ら
ま
し
』
（
一
九
五
四
年
　
愛
知
県
知
多
郡
横
須

賀
中
学
校
）
と
し
て
、
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
岡
戸
栄
吉
編

『
横
須
賀
町
史
別
冊
　
横
須
賀
の
遺
跡
』
（
一
九
五
六
　
横
須
賀
町
史

編
纂
委
員
会
　
に
再
録
）
。
調
査
日
誌
、
生
徒
の
作
文
は
、
表
７
、
８

に
示
し
た
。

　
こ
の
社
山
古
窯
址
の
調
査
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
は
、
生

徒
に
よ
っ
て
調
査
の
計
画
が
推
進
・
実
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
地

域
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
遺
跡
保
存
の
問
題
を
と
ら
え
、
遺
跡

の
破
壊
を
食
い
止
め
る
べ
く
発
掘
調
査
を
計
画
、
実
行
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
調
査
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
開
発
の
問
題
と
、

歴
史
学
習
の
内
容
が
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
た
実
践
例
と
し
て
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
生
徒
と
住
民
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
研
究
者

と
の
協
働
を
通
し
て
、
現
在
進
行
形
と
し
て
の
地
域
の
課
題
の
解
決

を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
調
査
に
も
加
わ
っ
た
和
島
誠
一
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
社
山
古
窯
址
で
近
く
の
寺
址
の
銀
杏
唐
草
の
瓦
が
発
見
さ
れ
た

　
こ
と
も
、
東
大
寺
瓦
を
渥
美
半
島
で
焼
く
よ
う
な
古
代
的
な
形
態

　
に
対
し
て
、
中
世
的
な
生
産
形
態
を
示
す
も
の
と
し
て
正
し
く
と

　
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
専
門
学
者
と
正
し
く
結
び

　
つ
い
て
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
新
し
い
発
見
と
事
実
の
生

　
き
生
き
と
し
た
把
握
が
生
徒
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
。

　
郷
土
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
遺
跡
を
大
切
に
す
る
気
持
が
強
く

　
出
て
い
る
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
日
本
の
文
化
財
を
守
る
も
の

　
は
一
片
の
法
令
で
は
な
く
、
ま
さ
に
彼
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
和
島
　
一
九
五
六
　
「
考
古
学
と
郷
土
教
育
　
あ
と
が
き
」
）

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
が
、
社
山
窯
址
よ
り
出
土
し
た
鬼
瓦
や
唐
草
文

の
軒
平
瓦
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
後
の
調
査

に
お
い
て
は
、
社
山
古
窯
の
生
産
主
体
や
瓦
の
供
給
先
が
判
明
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
生
産
の
主
体
が
、
荘
園
領
主
と
し
て
の
熱
田
神
宮

で
あ
り
、
瓦
の
供
給
先
と
し
て
古
窯
に
近
い
東
海
字
観
福
寺
で
一
部

が
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
熱
田
神
宮
寺
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
苗
の
瓦
は
遠
く
京
都
の
安
楽
寿

院
へ
送
ら
れ
て
お
り
、
鳥
羽
離
宮
の
調
査
で
も
、
出
土
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
（
杉
崎
章
　
一
九
七
三
　
三
三
九
頁
）
。
鬼
瓦
や
唐

草
文
か
ら
分
か
る
文
化
の
交
流
の
様
子
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
徒
た

ち
の
関
心
は
、
郷
土
の
文
化
財
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
に
基
づ

い
て
お
り
、
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た
様
子
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
遺
跡
や
文
化
財
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
保
存
と
活
用
を
考

え
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
は
、
現
在
に
お
い
て
も
な
お
通
じ
る
も
の

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

六
、
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実
践
の
意
義

　
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
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の
実
践
と
は
、
い
か
な
る
活
動
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

大
ま
か
に
結
論
づ
け
る
な
ら
ば
、
発
掘
調
査
の
体
験
を
通
し
て
、
生

徒
に
よ
る
主
体
的
な
歴
史
の
解
釈
と
現
代
社
会
の
問
題
の
解
決
を
目

指
し
た
、
社
会
科
歴
史
学
習
と
し
て
位
置
付
け
て
よ
い
も
の
で
あ
っ

た
。
杉
崎
は
、
社
会
科
教
育
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
私
た
ち
の
社
会
科
教
育
を
生
活
綴
方
の
方
法
で
鍛
え
あ
げ
た
も

　
の
が
、
子
ど
も
の
目
を
の
ば
す
教
育
方
法
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自

　
分
の
目
で
も
の
を
見
て
、
自
分
の
頭
で
も
の
を
考
え
る
子
ど
も
を

　
育
て
る
教
育
こ
そ
新
し
い
社
会
科
教
育
で
は
な
い
か
。
（
杉
崎

　
一
九
七
〇
　
二
頁
）

　
当
時
の
社
会
科
歴
史
教
育
は
、
手
探
り
の
状
況
で
す
す
め
ら
れ
て

お
り
、
杉
崎
は
、
こ
う
し
た
郷
土
ク
ラ
ブ
の
実
践
を
通
じ
て
、
遺
跡

調
査
の
教
育
的
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
教
育
活
動
の
中
で
の
遺
跡
調
査
の
目
的
と
し
て
、
「
歴
史
・
地
理
・

道
徳
に
つ
い
て
の
既
成
の
概
念
く
だ
き
と
、
創
造
的
な
人
間
の
再
生
」

に
理
論
的
な
根
拠
を
求
め
、
考
古
学
的
手
法
に
、
歴
史
学
習
の
方
法

的
な
根
拠
を
求
め
た
。
で
は
、
な
ぜ
、
歴
史
学
習
に
お
け
る
ク
ラ
ブ

活
動
の
役
割
を
重
視
し
た
の
か
。
杉
崎
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
教
科
指

導
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
教
師
と
し
て
、
も
っ
と
も
心
を
く
ば
っ
て
い
る
の
は
、
教
育
と

　
研
究
の
統
一
の
問
題
で
あ
る
。
研
究
が
実
証
的
・
科
学
的
に
す
す

　
め
ら
れ
て
い
く
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
ど
の
立
場
か
ら
の
仕
事
で
あ
っ

　
て
も
、
研
究
自
体
と
し
て
は
意
義
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
け
れ
ど

　
も
、
私
た
ち
が
、
教
育
と
し
て
と
り
あ
げ
る
に
は
、
そ
れ
で
よ
い

　
だ
ろ
う
か
。
生
徒
と
と
も
に
遺
跡
の
調
査
を
は
じ
め
て
、
だ
ん
だ

　
ん
日
数
が
重
な
り
、
よ
う
や
く
生
徒
の
顔
に
疲
れ
が
見
え
て
く
る

　
時
、
「
生
徒
は
何
を
つ
か
ん
で
帰
っ
た
ろ
う
か
。
」
「
調
査
の
意
義
を

　
し
り
、
労
働
の
価
値
に
満
足
し
て
い
っ
た
ろ
う
か
。
」
さ
ら
に
研
究

　
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
限
界
を
こ
え
、
教
科
の
学
習
活
動
の
中
に
ど

　
う
関
連
づ
け
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
高
御
前
遺
跡
を
調
べ
、
つ
づ

　
い
て
、
近
世
の
石
塔
婆
の
調
査
に
立
向
う
に
当
り
、
理
論
の
上
で

　
も
Ｉ
層
き
た
え
て
、
多
く
の
反
省
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
杉
崎
　
一
九
五
六
ａ
　
前
掲
書
　
二
八
一
～
二
八
二
頁
）

　
つ
ま
り
、
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
が
行
っ
て
い
た
の
は
、

考
古
学
的
手
法
を
用
い
た
郷
土
の
歴
史
研
究
で
あ
り
、
教
育
活
動
と

し
て
の
歴
史
学
習
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
杉
崎
は
、
教
科
と
の
関
連

を
徹
底
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
践
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
教

科
の
授
業
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
文
部
省
の
考
え
る
指
導
要
領
の
方
針
が
、
い
つ
も
そ
の
目
標
に

　
実
践
的
な
学
習
を
尊
重
す
る
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
に
も
か
か

　
わ
ら
ず
、
実
際
高
等
学
校
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
毎

　
週
の
時
間
編
成
を
担
任
教
師
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
小
学
校
に
お
い

　
て
も
、
一
次
限
を
新
指
導
要
領
で
は
四
十
五
分
と
限
定
し
、
実
践

　
的
な
単
元
学
習
を
困
難
と
し
て
き
て
い
る
現
実
の
情
勢
に
お
い
て
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は
ま
す
ま
す
こ
の
感
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題

　
に
つ
い
て
は
、
学
習
内
容
を
ど
ち
ら
に
配
分
す
る
か
で
は
な
く
、

　
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
徹
底
し
た
実
践
の
成
果
を
、
ど
ん
な
形
で

　
教
科
指
導
の
場
へ
も
ち
こ
ん
で
く
る
か
と
い
う
こ
と
で
解
決
さ
れ

　
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
杉
崎
他
　
一
九
五
八
　
二
四
頁
）

　
当
時
は
、
子
ど
も
自
身
に
よ
る
自
治
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
が
、

す
す
ん
で
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
東
京
都
の
小
学
校
教

員
で
あ
っ
た
石
橋
勝
治
や
金
沢
嘉
市
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
、
子
ど
も

の
自
主
性
を
伸
ば
す
と
し
て
、
積
極
的
な
運
営
を
行
っ
て
い
た
（
石

橋
　
一
九
四
八
、
金
沢
他
　
一
九
四
八
）
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
横

須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
は
、
教
育
課
程
の
融
通
の
き
く
ク
ラ

ブ
活
動
の
時
間
を
利
用
し
て
、
生
徒
の
自
主
性
を
大
切
に
し
た
歴
史

研
究
と
歴
史
学
習
の
協
働
の
道
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
私
た
ち
の
研
究
は
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
は
じ
ま
り
、

　
ク
ラ
ブ
員
は
三
年
間
で
卒
業
し
て
い
く
が
、
累
積
さ
れ
た
成
果
は

　
ク
ラ
ブ
の
業
績
と
し
て
誇
り
高
く
う
け
つ
が
れ
て
い
る
。
専
門
の

　
学
者
で
あ
っ
て
も
、
短
年
月
の
間
に
は
で
き
か
ね
る
課
題
を
少
し

　
ず
つ
な
し
と
げ
、
学
問
の
領
域
に
研
究
の
素
材
を
提
供
し
て
き
た

　
の
で
あ
っ
た
。
（
杉
崎
　
一
九
七
〇
　
二
九
頁
）

　
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実
践
は
、
中
学
校
に
お
け
る

社
会
科
歴
史
教
育
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
か
つ
て
知
多
半
島
に
は
、
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実

践
以
来
、
遺
跡
保
存
の
た
め
に
調
査
面
積
を
限
定
し
て
、
発
掘
調
査

を
行
う
学
術
調
査
の
伝
統
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
に
お

い
て
は
、
地
域
の
自
然
へ
の
感
謝
を
忘
れ
た
環
境
破
壊
が
進
み
、
埋

め
立
て
工
事
や
道
路
建
設
等
に
よ
っ
て
、
次
々
と
遺
跡
が
破
壊
さ
れ

て
い
る
。
私
た
ち
は
、
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実
践
の

何
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
て
い
け
ば
よ
い
と
い
う
の
か
。
発
掘
調
査

が
学
術
的
な
目
的
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
開
発
に
先
立
つ

事
前
調
査
に
よ
る
も
の
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
今
、
こ
う
し
た
問
題

を
真
摯
に
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。

　
千
葉
県
の
県
立
高
校
の
教
員
で
あ
っ
た
宮
原
武
夫
は
、
歴
史
教
育

と
地
域
の
文
化
財
の
問
題
に
対
し
て
、
「
歴
史
教
育
者
の
研
究
と
考

古
学
者
・
歴
史
学
者
の
研
究
と
の
間
に
問
題
意
識
や
研
究
方
法
の
う

え
で
大
き
な
へ
だ
た
り
が
あ
る
」
（
宮
原
　
一
九
七
四
　
二
〇
四
頁
）

と
述
べ
た
。
そ
う
し
た
と
き
、
愛
知
県
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ

ブ
」
の
実
践
に
お
け
る
歴
史
研
究
と
歴
史
学
習
の
協
働
の
あ
り
方
に
、

私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
は
大
き
い
。
改
め
て
、
何
の
た
め
の
歴
史
研
究

か
、
何
の
た
め
の
歴
史
教
育
か
を
、
教
師
と
と
も
に
、
研
究
者
が
見

つ
め
直
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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（
注
》

（
―
）
　
「
柳
ヶ
坪
貝
塚
」
と
い
う
呼
称
は
、
後
の
調
査
の
結
果
、
遺
跡

　
　
　
の
性
格
が
貝
塚
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
柳
が
坪

　
　
　
遺
跡
」
と
改
め
ら
れ
、
「
柳
ヶ
坪
式
土
器
」
自
体
の
性
格
も
疑
わ

　
　
　
れ
つ
つ
あ
る
が
（
宮
腰
　
二
〇
〇
三
、
早
野
　
二
〇
〇
五
）
、
本

　
　
　
発
表
に
お
い
て
は
調
査
日
誌
の
原
文
に
従
っ
て
「
柳
ヶ
坪
貝
塚
」

　
　
　
と
記
す
。

（
２
）
　
蒲
郡
市
三
谷
町
出
身
で
在
野
の
考
古
学
研
究
者
で
あ
っ
た
久

　
　
　
永
春
男
は
、
瓜
郷
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
通
し
て
、
「
発
掘
現
場
は

　
　
　
学
校
で
あ
り
出
土
遺
物
も
教
材
で
あ
る
」
と
い
う
、
見
学
者
や

　
　
　
小
学
生
、
教
師
を
含
め
て
の
研
究
を
実
践
し
て
お
り
（
久
永
春

　
　
　
男
先
生
頌
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
　
一
九
九
八
）
、
杉
崎
は
、
従

　
　
　
来
と
は
異
な
る
学
者
の
タ
イ
プ
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
発
掘

　
　
　
現
場
に
お
け
る
こ
う
し
た
研
究
者
の
姿
勢
に
共
感
し
て
い
っ
た

　
　
　
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
　
杉
崎
は
、
一
九
五
三
年
に
愛
知
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
派
遣

　
　
　
で
名
古
屋
大
学
文
学
部
に
内
地
留
学
し
、
地
理
学
者
・
井
関
弘

　
　
　
太
郎
氏
の
委
託
研
究
生
と
な
っ
て
い
る
。
杉
崎
は
、
『
大
昔
の

　
　
　
人
々
の
生
活
一
瓜
郷
遺
跡
の
発
掘
』
（
和
島
　
一
九
五
三
）
の
中

　
　
　
の
、
井
関
執
筆
「
か
く
れ
た
谷
」
の
一
節
に
感
銘
を
受
け
た
と

　
　
　
回
顧
し
て
い
る
。

（
４
）
　
森
分
孝
治
は
、
社
会
的
教
科
教
育
と
し
て
の
歴
史
教
育
の
意

　
　
義
に
つ
い
て
、
一
、
起
源
と
来
歴
を
知
る
こ
と
に
よ
る
現
代
社

　
　
会
の
理
解
　
二
、
過
去
の
社
会
の
理
解
を
通
し
て
の
現
代
社
会

　
　
の
理
解
の
二
点
を
あ
げ
、
「
子
ど
も
自
身
が
自
己
の
価
値
観
、
生

　
　
き
方
を
も
と
に
事
象
を
解
釈
し
、
事
象
の
解
釈
を
通
し
て
自
分

　
　
な
り
の
思
想
を
形
成
で
い
る
よ
う
に
構
成
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
森
分
　
二
〇
〇
〇
）
。
こ
う
し
た

　
　
文
脈
に
お
い
て
も
、
生
徒
の
自
主
的
な
歴
史
解
釈
を
促
し
た
横

　
　
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
社
会
科
歴
史
学
習
と
し
て
の

　
　
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）
　
二
〇
〇
八
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領

　
　
　
［
社
会
］
に
お
い
て
は
、
「
探
求
」
型
の
歴
史
学
習
が
強
調
さ
れ
、

　
　
　
生
徒
に
よ
る
主
体
的
な
歴
史
解
釈
を
目
指
し
た
学
習
も
提
唱
さ

　
　
　
れ
た
（
土
屋
　
二
〇
〇
八
）
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
、
考

　
　
　
古
学
的
手
法
を
歴
史
学
習
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
有

　
　
　
効
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
考
古
学
的
手
法
を
活
用
し
た

　
　
　
歴
史
授
業
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
述
し
た
い
。

（
６
）
　
杉
崎
は
、
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
運
営
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
反

　
　
省
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
多
く
の
卒
業
生
を
社
会
へ
お
く
り

　
　
　
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
が
、
組
織
が

　
　
　
ク
ラ
ブ
活
動
で
あ
る
た
め
、
年
々
仲
間
の
交
代
か
ら
く
る
障

　
　
　
害
は
、
局
部
的
な
交
流
で
す
み
、
だ
ん
だ
ん
つ
み
あ
げ
ら
れ
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て
い
く
研
究
の
成
果
」
と
の
う
け
つ
ぎ
は
、
比
較
的
た
や
す

　
　
　
　
く
ひ
き
つ
が
れ
て
い
っ
た
。
ク
ラ
ブ
の
こ
う
し
た
面
は
一
方

　
　
　
　
で
、
年
毎
の
運
営
が
前
年
度
の
く
り
返
し
で
は
間
に
あ
わ
ず
、

　
　
　
　
指
導
の
創
造
性
が
強
く
も
と
め
ら
れ
る
も
と
に
も
な
っ
て
い

　
　
　
　
る
。
構
成
す
る
人
間
と
累
積
す
る
成
果
の
問
題
は
、
毎
日
の

　
　
　
　
お
た
が
い
の
間
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
い

　
　
　
　
く
つ
か
の
組
に
わ
か
れ
て
活
動
す
る
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

　
　
　
　
が
ク
ラ
ブ
全
体
と
し
て
、
む
す
ば
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
は
、
相
互
の
ま
と
ま
り
と
い
う
点
で
、
生
徒
の
意
欲
を
さ
ま

　
　
　
　
た
げ
て
き
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
抵
抗
を
調
整
す
る
た
め

　
　
　
　
に
、
全
体
の
歴
史
を
通
じ
て
、
郷
土
の
発
展
を
「
知
多
半
島

　
　
　
　
の
石
器
時
代
」
「
農
業
の
は
じ
ま
り
」
「
古
墳
群
の
分
布
」
「
丘

　
　
　
　
の
上
の
古
窯
≒
荒
尾
谷
の
支
配
者
」
な
ど
、
十
余
の
研
究
テ
ー

　
　
　
　
マ
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
て
い
る
す
べ
て
の
研
究
は
、

　
　
　
　
ど
れ
か
の
テ
ー
マ
の
中
に
位
置
づ
け
し
て
い
っ
た
。
こ
の
場

　
　
　
　
合
、
縄
文
式
の
高
御
前
遺
跡
、
弥
生
式
の
柳
ヶ
坪
遺
跡
、
岩

　
　
　
　
屋
口
古
墳
、
さ
ら
に
社
山
古
窯
の
各
調
査
は
、
お
の
お
の
テ
ー

　
　
　
　
マ
の
中
心
と
な
っ
て
つ
づ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
研
究
成
果
が
、

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
科
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

　
　
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
分
析
課
題
で
あ
る
。

（
７
）
　
筆
者
は
、
愛
知
県
内
の
小
中
学
校
に
九
年
間
勤
務
の
後
、
財

　
　
　
団
法
人
　
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
　
愛
知
県
埋
蔵

　
　
　
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
へ
の

　
　
　
勤
務
を
通
し
て
、
発
掘
調
査
や
考
古
学
研
究
、
文
化
財
の
普
及

　
　
　
啓
発
活
動
に
携
わ
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
は
、
筆
者
の
そ
う
し

　
　
　
た
個
人
的
な
経
験
に
基
づ
く
問
題
関
心
か
ら
執
筆
し
た
経
緯
が

　
　
　
あ
る
が
、
今
も
な
お
、
横
須
賀
中
学
校
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
実

　
　
　
践
が
、
歴
史
研
究
と
歴
史
学
習
の
協
働
の
あ
り
方
に
対
し
て
何

　
　
　
ら
か
の
示
唆
を
与
え
る
視
座
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
る
。
何

　
　
　
よ
り
、
本
実
践
の
根
底
に
流
れ
る
歴
史
的
精
神
と
も
い
う
べ
き

　
　
　
も
の
が
、
乱
立
す
る
遺
跡
の
破
壊
と
い
っ
た
現
代
史
的
な
状
況

　
　
　
の
も
と
、
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

　
《
参
考
文
献
》

杉
崎
章
　
一
九
五
三
　
「
柳
ヶ
坪
貝
塚
」
愛
知
県
知
多
郡
横
須
賀
中
学

　
校

杉
崎
章
　
一
九
五
六
ａ
　
「
考
古
学
と
郷
土
教
育
　
中
学
校
の
部
」
和

　
島
誠
一
編
『
日
本
考
古
学
講
座
　
第
一
巻
　
考
古
学
研
究
法
』
河
出

　
書
房

杉
崎
章
　
一
九
五
六
ｂ
　
「
社
山
古
窯
」
　
岡
戸
栄
吉
編
『
横
須
賀
町

　
史
別
冊
　
横
須
賀
の
遺
跡
』
横
須
賀
町
史
編
纂
委
員
会

杉
崎
章
　
一
九
五
六
ｃ
　
「
知
多
半
島
に
お
け
る
古
代
漁
村
集
落
の
土

　
器
」
　
古
代
学
研
究
会
「
古
代
学
研
究
」
　
一
五
・
一
六
合
併
号
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杉
崎
章
他
　
一
九
五
八
　
「
『
考
古
学
と
郷
土
教
育
』
懇
談
」
　
杉
崎
章

　
編
『
野
帳
』
第
二
期
第
三
冊
　
瓜
郷
遺
跡
調
査
会

杉
崎
章
　
一
九
六
〇
　
「
知
多
半
島
に
お
け
る
先
史
時
代
の
地
形
」
愛

　
知
学
芸
大
学
歴
史
学
会
『
歴
史
研
究
』
第
七
号

杉
崎
章
　
一
九
六
二
　
「
東
海
地
方
に
お
け
る
古
代
海
浜
集
落
の
文
化
」

　
愛
知
学
芸
大
学
歴
史
学
会
『
歴
史
研
究
』
第
一
〇
号

杉
崎
章
　
一
九
六
九
　
「
原
始
・
古
代
・
中
世
」
　
横
須
賀
町
史
編
集

　
委
員
会
編
『
横
須
賀
町
史
』
横
須
賀
町

杉
崎
章
　
一
九
七
〇
　
『
常
滑
の
窯
』
学
生
社

杉
崎
章
他
　
一
九
七
一
　
　
『
柳
が
坪
遺
跡
』
東
海
市
教
育
委
員
会

杉
崎
章
　
一
九
七
三
　
「
知
多
古
窯
製
品
の
流
通
販
路
と
用
途
」
徳
川

　
林
政
史
研
究
所
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
　
研
究
紀
要
　
昭
和
四
八
年

　
度
』
財
団
法
人
　
徳
川
黎
明
会

杉
崎
先
生
退
官
記
念
会
編
　
一
九
八
三
　
『
原
由
教
育
へ
の
道
』
杉
崎

　
章知

多
古
文
化
研
究
会
編
　
一
九
八
四
　
『
知
多
古
文
化
研
究
一
　
－
杉

　
崎
章
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
知
多
古
文
化
研
究
会

知
多
古
文
化
研
究
会
編
　
一
九
九
六
　
『
知
多
古
文
化
研
究
一
〇
－
杉

　
崎
章
先
生
追
悼
論
文
集
』
知
多
古
文
化
研
究
会

岡
戸
栄
吉
編
　
一
九
五
六
　
『
横
須
賀
町
史
別
冊
　
横
須
賀
の
遺
跡
』

　
横
須
賀
町
史
編
纂
委
員
会

八
幡
町
史
編
纂
会
編
　
一
九
五
六
　
『
八
幡
町
史
資
料
　
第
二
集
　
八

　
幡
の
む
ら
の
お
い
た
ち
』
愛
知
県
知
多
郡
知
多
町

豊
橋
市
教
育
委
員
会
　
一
九
六
三
　
『
瓜
郷
』
豊
橋
市
教
育
委
員
会

白
菊
文
化
研
究
所
編
　
一
九
六
五
　
『
権
現
山
古
窯
址
』
白
菊
古
文
化

　
学
報
　
第
二
集

横
須
賀
町
史
編
集
委
員
会
編
　
一
九
六
九
　
『
横
須
賀
町
史
』
横
須
賀

　
町
長
　
白
羽
清
一

立
松
形
他
　
一
九
九
〇
　
『
東
海
市
史
　
通
史
編
』
東
海
市

山
下
勝
年
　
一
九
九
五
　
「
敷
波
の
寄
せ
る
半
島
一
」
知
多
古
文
化
研

　
究
会
編
『
知
多
古
文
化
研
究
九
』
知
多
古
文
化
研
究
会

宮
腰
健
司
　
二
〇
〇
三
　
「
柳
ヶ
坪
遺
跡
」
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会

　
編
　
『
愛
知
県
史
　
資
料
編
二
　
考
古
二
　
弥
生
』
愛
知
県

早
野
浩
二
　
二
〇
〇
五
　
「
柳
ヶ
坪
遺
跡
」
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会

　
編
　
『
愛
知
県
史
　
資
料
編
三
　
考
古
三
　
古
墳
』
愛
知
県

石
橋
勝
治
　
一
九
四
八
　
『
子
ど
も
自
治
会
の
指
導
』
社
会
書
房

金
沢
嘉
市
他
　
一
九
四
八
　
「
（
座
談
会
）
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
問
題
」
『
あ

　
か
る
い
教
育
』
　
一
〇
月
号

相
川
日
出
雄
　
一
九
五
二
　
「
私
の
歩
ん
だ
歴
史
教
育
の
道
」
『
歴
史
評

　
論
』
三
五
号
　
一
九
五
二
年
四
月

相
川
日
出
雄
　
一
九
五
四
　
『
新
し
い
地
歴
教
育
』
国
土
社

相
川
日
出
雄
　
一
九
五
六
　
「
考
古
学
と
郷
土
教
育
　
小
学
校
の
部
」

　
和
島
誠
一
編
『
日
本
考
古
学
講
座
　
第
一
巻
　
考
古
学
研
究
法
』
河

　
出
書
房
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石
母
田
正
　
一
九
五
二
　
　
『
歴
史
と
民
族
の
発
見
　
歴
史
学
の
課
題
と

　
方
法
』
東
京
大
学
出
版
会

和
島
誠
一
　
　
一
九
五
三
　
『
大
昔
の
人
の
生
活
一
瓜
郷
遺
跡
の
発
掘
』

　
岩
波
書
店

和
島
誠
一
編
　
一
九
五
六
　
『
日
本
考
古
学
講
座
　
第
一
巻
　
考
古
学

　
研
究
法
』
河
出
書
房

近
藤
義
郎
　
一
九
八
四
　
『
土
器
製
塩
の
研
究
』
青
木
書
店

西
川
宏
　
一
九
八
六
　
「
学
校
教
育
と
考
古
学
」
『
岩
波
講
座
　
日
本
考

　
古
学
七
　
－
現
代
と
考
古
学
』
岩
波
書
店

勅
使
河
原
彰
　
一
九
八
五
　
『
日
本
考
古
学
の
歩
み
』
名
著
出
版

勅
使
河
原
彰
　
一
九
八
八
　
「
Ｕ
Ｐ
考
古
学
選
書
１
　
日
本
考
古
学
史

　
－
年
表
と
解
説
」
東
京
大
学
出
版
会

久
永
春
男
先
生
頌
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
　
一
九
九
八
　
『
「
野
帳
の

　
会
」
考
古
学
論
集
―
久
永
春
男
先
生
頌
寿
記
念
－
』
久
永
春
男
先
生

　
頌
寿
記
念
論
集
刊
行
会

田
中
琢
・
佐
原
真
編
　
二
〇
〇
六
　
『
日
本
考
古
学
事
典
』
三
省
堂

森
分
孝
治
　
二
〇
〇
〇
　
「
地
理
歴
史
科
教
育
の
教
科
論
」
社
会
認
識

　
教
育
学
会
編
「
改
定
新
版
　
地
理
歴
史
科
教
育
」
学
術
図
書
出
版
会

宮
原
武
夫
　
一
九
七
四
　
「
歴
史
教
育
と
地
域
の
文
化
財
」
甘
粕
健
編

　
『
〈
地
方
史
マ
ニ
ュ
ア
ル
九
〉
　
地
方
史
と
考
古
学
』
柏
書
房

土
屋
武
志
　
二
〇
〇
八
　
「
歴
史
は
解
釈
力
　
－
考
え
る
市
民
を
育
て

　
る
歴
史
学
習
１
」
『
階
Ｊ
Ｎ
ｏ
８
．
二
〇
〇
八
年
一
一
月
　
帝
国
書
院

臼
井
嘉
一
　
二
〇
一
〇
　
「
戦
後
日
本
教
育
実
践
史
の
新
段
階
と
『
場

　
の
教
育
』
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
』
」
二
〇
〇
七
上
一
〇
〇
九
年
度

　
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
」
『
戦
後
日
本
に
お
け
る
教

　
育
実
践
の
展
開
課
程
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
』
研
究
成
果
報
告

　
書
（
第
七
集
）
論
文
集
（
研
究
代
表
　
臼
井
嘉
こ

※
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
度
・
日
本
社
会
科
教
育
学
会
第
六
〇
回
全
国

　
研
究
大
会
（
筑
波
大
会
）
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
し
て

　
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
収
集
に
際
し
、
東
海
市
教
育
委
員
会

　
の
諸
氏
、
知
多
市
歴
史
民
俗
博
物
館
　
石
川
秀
男
氏
、
杉
浦
理
恵
氏

　
よ
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
研
究
の
視
点
に
対
し
、
愛

　
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
永
井
宏
幸
氏
、
早
野
浩
二
氏
よ
り
、

　
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
感
謝
に
代
え
た
い
。
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